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_省
は
？
人
聽
の
部
實
ぢ
理： &

:

の
根
本
思
想
の
批
評
、
：共
思
想
收
較
源：

の：溯̂

の
福
脊』

ぜ
の
比
較
研
究
を
試
み
る
豫
定
で
あ
つ
た
が
何
れ
も
粜
さ
ず
、倨
に
前
|
の
內
.容
敍
述
に
也
史
,̂

ね
ば
な
)̂
,な
か
つ
ゎ
事
を
臾
々
も
迪
險 

A
す
る
。■絍
悉
は
近
く
彼
，の
虫
箸『

湖
和
d
-!-
:
!Et
l
の
保
證』

研
究
を
發
表
す
る
桢
で
ゐ
る
が
其
機
愈
に
是
缂
の
貴
称
を
裉
す
枣
へ
で
あ
る
。

; -
.仰
又
.本
稿
は
1
:十
念
の
|!
1
)
1
1拼
か
れ
た
も
の
で
_
、
共
の
た
め
敍
姬
結
櫛
の
-
稚
拙
、|
論
訝
の
不
做
底
、，.推
敲
の
不
充
分
の
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譏
は
_

卷
の
到
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•
近
來
マ
ル
タ 
'ス
生
義
S

獨
乙
古
典
哲
學
ど
.の
關
係
k

就
て
の
硏
究
書
因
は
其
數
牧
難
す
る
^
遑
あ
ら
ざ
る
程
の
多
, 

擻

钇

登

つ

て

礙

る

せ

は

运

へ

、

肋

會

槪

念

}？
:
於

け

る

雨

者

の

內

的

關

聯

k
'
就
て
マ
ッ

ク
ス
•

ァ
ド

ラ

ー
程
透
徹
せ
る
.分
. 

新
を
行
つ
た
考
は
他
.に
な
い
で
あ
ら
ぅ
。’
筆
者
は
以
下
ド
於
て
-
ァ
F

ラ.
一
.の
.
著
書
^

從
，. 0
.

て
獨
乙
+

2
典
哲
學
ょ
6

マ
 

ル
：ク
：ヌ'
R

至
：る
■
の
*

會
; »

念
の
發
肢
を
記
述
す
る
^

典
^

、
社
會
の
本
質
を
徽
討
し
、.
以
つ
て
現
峙
の
社
會
學
の 

發
達
^

貢
献
す
可
き
何
も
の
か
を
見
出
^

ん
ど
す
る
の
が
本
論
文
の
0

的
で
あ
る
.
。
.

.

.
ィ
キ
ゾ
ゲ
ゲ
ス
は
か
矽
有
名
^
ノ
殆

め
序
：文
'に
於
て
、『

我
々
獨
逸
の
社
龠
主
義
者
.は
«

^
サ
ゾ
-
シ
：
モ
.シ
、
フ
リ
工
工
、
ォ

.ォ

の

み

な

ら

ず

、
又
.カ
ン 

讣
、
フ
.ィ
ヒ
.
>、

へ'丨
ゲ
ル
R

rI
:
I來
す
る
を
誇
力V」

す
る
。』

$
述
べ
て
.
.居
る
。
岙
な
、
米
だ
多
く
の
人
に
依
つ
て
知 

.^&
:n
.
.^
.る
.も
.
正
^
豫

.»
者
_の
；知
台
態
度

を

以..て
同
：1
の
思
^
を
表
明
せ
.る
詩
.人
.

ィ
ゾ
.
.リ
ッ
ヒ
‘
、ノ
ィ
.ネ
は
»
乙
闕
： 

ゼ
.關
す
る
著
番
の
卷
末
^
於
で
、.
先
.づ
.獨
逸
人
は
彼
等
の
；苹
命
を
佛
蘭
西
人
が
歷
史
の
麴
臺
の
上
で
演
じ
72
の
ミ
は

雜
l
l'i
l卷

(

九ill.

九)

獨
逸
竹
典
货
學
ょ
.リ
.マ
ル
ク
ズ
に
*绝
る
叫
の
社
#
概
念
の
發
；
 ̂
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號
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茧̂
る
間Q:

社
命
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念
の
發
展 

第
七
號
■

六
六

反
對
纪
、
«
ら
頭
の
中
で
成
遂
げ
た
事
を
記
し
、
K

k
次
：の
_如
く
述
べ
て
®

る
。『

然
し
共
の
事
は
我
々
を
、
不2

な
彼
- 

等
獨 
こ
の
共
和
主
義
者
を
氣
遺
は
し
め
. ぬ
、
 

何
故
か
な
れ
ば
、.
獨
逸
の
苹
命
は
夫
に
先
立
つ
て
.カ
.
~ン
ト
流
の
批
判
、

. 

フ
ィ
ヒ
テ
流
の
先
驗
的
觀
念
論
及
び
、；

否
な
自
然
哲
學(

即
ち
.へ
ー
ゲ
ゲ
及
び
-シ
-
チ
リ
ン
グ
の
夫)

が
亦
せ
■る
が
故 

k
、
決
し
て
よ
6
少
く
、
且
つ
よ
6
生
温
る
く
起
る
も
の
で
.は
な
.い
で
あ
ら
う
。
是
等
の
學
說
k
依
つ
て
却
命
的
.の
’ 

カ
は
發
殷
し
來
6
、
今
や
其
が
爆
發
し
、
且
つ
®
if
ぜ

、
.
•
«
異
ヾ」

を
以
て
世
界
を
滿
し
#

る
日
の
到
來
を
の
み
⑽
# 

す
る
o
:實
に
現
象
界
R
'
於
て
何
等
敬
虔
を
知
ら
ん
.ヾ」

欲
せ
ざ
る
カ
ン
ト
主
義
者
は
前
而
に
现
れ
來
る
で
あ
ら
う
。
•
 

. 

• 

意
志
の
狂
信
の
內
R
恐
怖
？
：

e
利
、；J

k
依
つ
て
制
限
せ
ら
れ
ざ
る
、
武
裝
せ
る
：フ
ィ
ヒ
テ
主
義
者
は
舞
#
'R '
登 

場
す
^
で
あ
ち
う
。
.：
：
.：
然
し
凡
て
の
も
の
よ
*
^
aほ
激
烈
な
る
は
自
然
®
學
者
'

(

即

ち

へ

ー

ゲ

ル

主

顆

者

)

で 

あ
ら
>フ
,>
彼
等
は
實
踐
的
^
獨
逸
»
命
代
#
5:
投
じ
、
且
つ

破

壞

的

仕

事

を

以

て

，：

21.

己
.の
使
命
ヾ」

す
る
で
あ
ら
*

rv

、
.•

■ 

:
，‘
宛
然
も
閃
光
が
雷
嗚
^
先
立
つ
如
く
、
m
惟
が
®
踐
に
先
立
つ
o
獨
逸
の
雷
鳴
は
事
實
.一.人
の
獨

逸

人

で

あ

る

.、 

且
つ
頗
る
温
優
し
い
も
の
.で
は
なS

、
而
し
て
徐
々
R
近
づ
き
來
る
、
然
し
夫
が
來
.つ
て
米
5

て

世
界
史
R

於
て 

鳴
6
.麻
か
ざ
6
,し
程
の
激
じ
さ
を
以
て
、
忽
然V

J

し
て
鳴
う
搬
く
や
、
仳
界
は
獨
逸
の
1

が
遂
に
其
の
目
的
を
到 

達
せ
る
事
を
知
る
。』

;'
:

獨
逸
の
雷
嗚
、
，即
ち
マ
，ル
ク
'
ス
の
«:
兪
主
義
ど
獨
逸
1̂
典
哲
學
ど
の
關
係
は
.マ
ル
ク
ス
も
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
常
i c

繰 

返
し
强
細
し
て
居
る
。『

然
し
乍
ら
彼
等
は
之
^
依
つ
て
本
來
取
k 

•
へ
ー
ゲ
ル
ど
彼
等
の
if
f
i後
の
關
係
を
现
解
し
た
に 

過
ぎ
を
い
、
即
ぢ
彼
の
影
i

^
T'
k
彼
等
は
成
長
し
，
且
つ
彼
の
形
而
上
學
的
珊
論
を
其
の
眞
赏
の
核
心
に
於
て
曝 

露
し
、
又
其
を
鹰
&.
的
仕
事v

じ
て
保
持
す
耶
さ
事
を
強
鼸
し
た
，。

へ：丨
ゲ
r

w
身
獨
逸
古
典
哲
舉
の
所
產
で
あ
.
^

S、

其
：の

偉

太

な

る

完

結

で

あ
.

CN、
.

事
®

又
マ
ル
ク
ス
、
工

V

ゲ
ル
ス

.の
服

^
も
共
の
終
結

.で
あ

6
、

完

成

で

あ

，
る

ビ

.映 

じ

た

に

於

て

の

み

、

彼

，
等

は

，
：

E

分
等
が
事

®

力
ン
ト
、
フ

.
ィ
.ヒ
‘
7-
^
巾

來

ず
(£
'
の
.啻
葉
を
珣
解
す
る
^

#
/2
の 

で
あ
る
。』

0)
何
故
か
：̂

;

_、

マ
\
.ク
ス
主
義
の
现
論
的
«
成

ば

，既

，

^
千

八
1-
|
四

十

伞

末(
殊
^
四
十
八
布
の
共
-鹿 

黴

宣

貪)

.

k
於〔

で
成
遂
げ
ら
れ
、.
他
方
カ
ン
ト
、

.フ
ィ
ヒ
テ
の
铒
學
は
常
時
ベ
ー
ゲ
ル
の
.勢
力
の
下
^
影
を
®
め
、
 

且
つ
カ
ン
ト
の

®

典
述
動
は
六
十
年
代
に
至
つ
て
初
め
で
行
ば
る
、
s

j
つ
た
以
上
、
足
箏
ニ
人
の
哲
學
者
の
取
想 

が
直
接
マ
,
ク
ス
主
義
め
跋
礎
に
影
響
を
與
へ
た
ど
主
張
す
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
斯
.く
て
マ
ぐ
ク
ス
主
義

VJ 

獨
.乙
朮
典
哲
學
ど
の
問
に
へ
ー
ゲ
〃
を
除
い
て
は
直
攒
の
關
係
を
求
ひ
.

<?

を
得
ず
、
' 從0

て
此
處
k
於
て
は
兩
者
の 

见
想
朦
系
ー
の
雁
史
的
關
.係
は
何
第
問
.题
で
は
な
い
•『

我
か
；
の

研

究

せ

ん̂
す
る
圈
係
は
踟
|

,

|

^

_
係
で
あ
つ
.て
， 

時

代
史
；的

办

其

で

は

な

い

。

』

.
5斯

る

韋

味
‘
^
於
て
マ
ル
ダ
ス
友
び
ユ
ン

.ゲ
ル
ス
向
身
k
於
て
も
、
又
新
舊
の
時
it
を 

問
'ぼ
ず
、
多
<

の
彼
等
の
信
奉
.者
^
依
つ
て
も
意
.
a
せられ
し關係
が

.^
货
存
す
：る
の
で
あ
る
0
其
故
如
何
な 

$
;&
想
；が
意
識
的
^
獨
.乙
杏
典
哲
學
か
ら
マ
,
ク
ス
主
義
^
移

0
さ
れ
_た
か
.
.
<|/
|
1题
で
は
.な
く
、
寧
ろ
如
何
.な
る
舰 

念
論
的
哲
學
の
M
惟
動
機
が
、
假
，令
.へ
唯
物
的
べ
ー
ル
を
纏
ぷ
に
せ
よ
、

マ
ル
ク
ス
主
義
の
内
^
事
實
桴
緻
し
、
作 

用
し
'て
鹿
0
だ

か

、、

間

题

，
で

あ

る

0

®

s

s

る
意
味
に
於
て
、菩
人.は
.兩
溃
.の
問
に
见
想
也
的
關
係
を
求
ひ
る
か
。
人
或
は
辯
證
法
的
M
惝
方
法 

k
之
を
求
む
可
しV

J

云
ふ
.か
-も
知
れ
ぬ
.
C事
實
ェ
ン
ゲ
ダ
ス
も
辯
證
.法

を

以

て

全

獨

乙

，

十；：

典
®
學

をj

贳
す
る
所
の 

方
法
な
る
事
を
認
め
、.
且
つ
彼
自
身
の
.，立
場VJ3 

*
典
哲
學
ど
の
關
係
を
此
の
點
(̂
求
め
て
©

る
0
然

し

『

辯
識
法 

,的
尬
惟
.方
法
^
於
て
マ
ル
ク
ス
主
義
が
獨
乙

fr
#

#
學
ヾ」

一
致
す

.る
-は

极

本

的|/
!
]
题

設

定

其

も

の

^
於
け
る
、
即
ち

雄U

十

二

卷

C

九
^
一)

獨
逸
访
典
赀
¥
よ
リ
マ
ル
-ク
ス
.
*
2至る
間
の
社
命
概
愈
の
發
膜 

浓
七
贩 

六
七
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典
抑
掛
よ'リマ
ル
ク
ス
に
费
る

ri
l
lの
容
概
念
の
發
E

笫
七
找 

六
八
.

個

人

：の
，全

鱧.(

•

#)

に
對
す
る
關
係
の
‘理
'解
.に
於
，け
.
.る
、
よ
6
深

淵

な

る

關

係

.のt一
部
で
あ
6
、
乂
取
R

;f
.
l
'
,
ハ
の
.微 

候
^ ,

過
ぎ
な
い
。』

(3
)
故
^
此
處
化
於
て
は『

マ
，
ク
ス
、
■工
ン
-ゲ
ダ
ス
の
.
.
®
*
學
、
.社
會
學
现
論
ヾ」

ヵ
ジ
ト
、
フ
ィ 

ヒ
テ
の
ft
现
學
、
竝
R

へ

ー

ゲ

，
ル

の

，
辯

證

法

V
J
V
J

結
付
け
る
事
が
問
題
で
は
な
い
、
'即
ち
マ
ル
ク
ス
主
義
の
见
想
ヾ
し 

彼
等
瓜
想
家
の
熵
々
の
现
論
を
多
少
ヵ
，，强
く
結
付
く
る
事
が
問
題
で
は
な
く
、
寧
ろ
'共
a

の
根
本
問
題
、
即
ち
人
間 

•

の
彼
の
.環
揽
^
對
す
る
關
係
の
硏
究
方
法
に
内
的
见
想
的
類
似
の
存
す
る
辦
を
桁
摘
す
る
事
が
問
題
で
あ
る
。』

2
斯 

く
.
v
r!
'ド
ー
フ
ー
R
.從
へ
ば
、
|[
:
會
，の
本
質
.の
硏
究
方
法
^
於
‘け
-る
内
的
.、
HI
心
想
的
，類
似
乙
を
マ
ル
ク
ス
主
義
ど
獨

%
 

古
典

®
學
ど
の
關
係
の
跋
本

|?
1
]题
、/

」

な
る
の
で
あ
る
。

:

然
し
右
の
根
本
[/
!
]11
硏
究
に
於
.け
る
兩
者
の
內
’的
共
通
性
を
見
出
^
ん

と

す

る

試

み

に

對

し

次

.の
现
山
か
ら
反
對 

V-
J
な
す
者
が
&

る
か
も
.知
れ
ぬ
。
即
ち
.獨
乙
*
典
.哲
學
は
極
端
な
る
個
人
注
義
的
觀
念
論
で
&

6
、

マ
ル
ク
ス
主
義 

は
極
端
?:
.る
社
會
的
唯
物
論
で
あ
6
、
從
つ
.て
兩
者
の
'間
に
存
す
る
底
知
れ
ざ
る
深
，淵
の
_上
^
.
梳
梁
を
架
す
事
は
全 

く
不
可
能
で
あ
る
、/

然
し
乍
ら
斯
る
間
際
は
幻
惑
で
あ
々
、
惡

性

りF
a
t
a

 

M
o
r
g
a
n
a

た
る
に
過
ぎ
ぬ
。
何
故
か 

な
れ
ば
、
笕

1

R前
者
は
觀
念
論
で
あ
ぅ
、
後
者
は
唯
物
論
な
6

ど
云
ふ
も
、
後
者
は
某
の
本
®

k
於

て

決

し

.て
本 

來
：の

唯

物

論

、
即
ぢ
本
體
論
の
4
:體
系
ミ
し
て
0
唯
物
論
で
ぱ
な
く
、
寧
ろ
經
驗
論
、
货
證
論
に
外
夺
ら
ざ
る
が
故 

_

'
此
の
»

^
於
け
を
兩
考
9
間
隙
ば
«

對
的
の
も
の
で
は
な
s

.°
即
ち
マ
が
ク
ス
は

m

己
の
歷
史
觀
を
、
唯
物
史 

觀
匕
名
付
る
も
.
.、
_

を
名
鮮
を
以
_
彼

が

意

味

せ

VJ

し
た
辦
は
へ

I
ゲ
ル
沁
の
街
學
者
の
职
の
中
で
砠
罾
⑽
^

桃 

成
次
れ
た
脑
&.
:
觀
に
反
對
11
>
セ

、，
滕
逝
觀
の
恶
礎
を
此
の
經
驗
世
界
に
、
求
め
ん
ど
す
る
對
立
的
立
場
を
炎
明
，せ
ん 

C?
.

じ
た
暖
外
な
ら
ぬ
。
故
^
彼
の
-『

唯
物
論
的』

.
ど
は
特
殊
以
州
語
法
の
内
に
あ
る
べ
例
へ
ば
彼
が『

赏
際
り
S
こ

^
'分
祈
^
依
ぅ
て
.宗
.敎
0

#
幻
的
觀
念
の
現
世
的
核
心
を
見
出
す
こ
ビ
は
-
各
場
合
^
於
け
る
聊
« 0
伙
：§
納
_
# 0
か

. 

:
';
^

«
天
國
化
^
れ
^
諸
形
態
を
爾
開
:1
'
る
2:
、/し
よ
<
も̂
、
^

か
に
容
|4
で
あ
る
。
而
.し
.て
此
後
者
こ
を
、
唯

I
Iの
唯 

.，盤

1
的
顧
：：つ
-1
:
科
學
的
な
：る
方
法
で
あ
る
。』

卸
迄
云
つ
た
場
合 

經
驗
的
、
 

©
證
的
、從
つ
て
科
學
的
/3
:
る
寒
を
：示
す
^

‘過
ぎ
な
い
。又
工
ン
ゲ

,
ス
も
，：：

I：

己
の
唯

物

論

を

次

の

如

く

足

，義

し

て

©
 

.る

.へ『

脊
人
#

趣

輝

の

自

然

s 

®史
^

^
を
先
入
の
觀
念
論
的
妄
想
な
く
^
3て
夫
^
接
觸
す
る
各
人
^
與
へ 

ら
れ
た
通
4

は

産

せ

：
ん

：
ミ

決

心

し

た

';
°

吾

人

は

俯

 

て
く
は
な
く
、
本
來
の
關
係

k
於
て
现
解 

せ
ら
れ
た
‘事
實
：

w

調
和
せ
し
め
ら
れ
ざ
る
凡
ゆ
る
舰
念
論
的
装
想
を
無
慈
悲
R

«
tt
R
供
せ
ん
ど
決
心
し
た
。
而
し 

.て
，：1
:般
.

唯̂
物
論
ゼ
は
'*
#
上
の
何
康
を
名
去
ふ
^

の
で
は
な
い
o』

(f
i
)Bi
に
又
、
唯
物
史
!i
が
全
歴
史
.の
發
M

の
起 

©
カ

:;
?
:
«濟
歸
係
^
求
む
：る

爲

應

，經

濟
越
象
_

ぢ
物
的
观
象
な
6

ど
の
前
提
よ
\

之
を
唯
物
論
な
6

(£
解
す
る 

潔

る

V

然
6

ミ
'*
も
、
マ
#

ク
ニ
设
3
決
し
て
無
益
^
自
.己
め
'ニ
つ
.の
縣
^

は
し
な
：か

つ

た

の.で
あ
つ
.て
、
是
代
依
つ
て
彼
は
.
.
.
.
•
全

國

民

經- »

學
的
問
题
設
定
，を
ば
.新
，た
な
、
よ
6

よ
.&
國
.

/•
■

'

浪
«
濟
萆
^
依
つ
セ
批
細
せ
ん
せ
，し

た

の

で

は

攻

く

、
寧

‘ろ
其
.の
社
會
的
某
礎
；§
.

に
關
係
の
發
見
に
依
つ
て
批
判
.せ 

1

ど
；欲
.し
た
事
：食
云
a
表
は
3
ん
S
し
た
：の
で
あ
る
。
，

』
s

換
言
ず
れ
ば
從
_來
の
國
民
.經
濟
舉
o
殊
k

-l
i
v典

派

，
經

濟

學

) 

は
經
«
瑰
象
を
物
的
现
象
$
看
.做
し
、
高
.々

之
を
人
問
關
係
な
.る
事
を
見
出
せ
る
化
せ
よ
、
常
^
經
濟
现
象
を
ー
觉 

0
膝
.史
的
社
#
關
係
、と
は
無
關
係
ヒ
不
變
的
、
自
然
環
境
/
/

」

看
做
せ
る
^

反
し
、

マ
.ゲ
タ
：
ス
は
共
を
單
に
物
.的
外
皮 

上
6

■
せ
し
め
、
以
つ
.て
人
間
關
係
な
：办
ど
桁
摘
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
1£
^
楚
等
は
歷
*
的
範
_

^
屬
し
、從
つ
て
歷 

史

的

に

：
決

定

：
せ

ち

.れ
た
社
俞
關
係
の
‘视
象
形
態
^
外
な
.ら
ざ
る
事
を
明
瞭
な
ら
し
め
.れ
の
で
あ
，る

。
從

つ

て_

『

.マ
ル
.

雄U

十VI、

卷

(

九
2
:
三.)

獨
逸
十
"典
街
砑
よ
リ
マ
ル
み
ス
じ
茧
る
叻
の
社
僉
椴
參
の
發
肢 

笫七
！！

 

六
九
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'
■

辩
二
十
二
卷
-

(

九
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5

獨
逸
古
典
.赏
午
ょ
リ
Z

.

グ
‘ス•
に
，：牟
る
||
|
]
の
社
#

槪

念

の

發

興
.

第
七
號 

七
〇

ク
ス
V
王
義
^

於
て
.は*1
:

龠
生
活
は
：，
.ー'般
的
精
神
活
動
の
紺
織
€
し

て

現

は

れ

る

。
此
の
.精

神

活

動

は

全

歷

史

的

存

在 

を
、

;»
ち
所
：謂

物

的|«
係

ょ
6
し
て
.、
糈
#

生
活
の
柰
敎
、‘
藝
術
、.
及
び
科
學
^
於
け
る
最
高
の
：表
现
^
至
る
.迄
、

全
*

史

的

在

■
:
包

含
1;

る

'
同

時̂

精
_
的

な

ら
.ざ
る
物
的
關
係
は
存
在
し
な
い
。
何
故
か
な
れ
.ば
赏
^

物
恂
生
.

ヾ
產̂

:济
»

も
れ
/2
.勞
*

及
び
.
：
..

#

0

^
產
：#
.の
.
.分
01
.
: 

,
*
^

產
物
の
.享
受
-は
目
.的
_及
び
«(
«

設
^
的
人
，間
活
励
な
ぐ” 

し
で
は
：全
く
不
：可

能

セ

あ
6
、
而

し
.て
一
般
；£
.其
：内
^
於
て
人
.間
が
勞
働
し
莩
受
す
る
所
の
'全
«
念
的
關
係
.か
ら
抽
.

象
す
.る
.場
合
に
：.の
.み

分

離

せ

し

め

得

る

か

ら

で

：あ
：る

。

社

會

關

係

は

如

何

な

る

a

に
於
で
i

其

が

精

神

：的

關

係

ど

分 

擊

^
事

は

不

可

能̂

あ
る
タ
其
鍊
マ
^
ク
ス
主
義
に
取
つ
七
は
へ
ー
般
の
反
釙
論
者
が
解
す
る
が
如
气
先
ド
糈
神
.

.

ど
異
打
る
要

素

が

存

す

，竺

石

：ふ
意
味
^
#

て
の
«

濟
ど
觀
念
ど
の
ニ
元
論
的
考
へ
は
全
く
緣
遠
さ
、
且
つ
理
解
し
雛 

為
も
の
_

あ
る
：タ
.寧
：.ろ
其
は
#

る
精
_

的
：
ー
元
.論

か

ら出
.發
す
る
の
で
あ
つ
て
、
其
の
精
神
的
一
元
論
に
於て
は
經 

:
濟
關
係
»

_

@

_

^
精
神
的
關
係
で
あ
气
^

^

に
存
す
る
^

非
ず
し
て
.
、
事
ろ
滅
念
ビ
共
に
«

1

の
同
.
種
，の
精
神
的
關
係
を
構
成
し
,

斯
る
精
神
的
關
係
の
内
部
^

• 

K

て
.
界
：̂
^

濟

: »

係
.か
.択
本
^
.
.
.
.
.
沒
/ 1

的
の
も
’
の
で
あ
る』
.
ひ̂
.
.く
七
-

マ
ゲ
ク
.
ス_
:の
«

物
論
こ—

"
# 1

哲
學
.の
’
.

«念
論
. 

ミ
の
幻
想
肋
間
隙
は
涫
減
す
る
。
.
''
:
:

」

：

.'

.
笫
v

t

ic
*

典
铒
學
が
個
入
主
義
で
•あ
：ぅ
、
.
.マ

ク

：ス
主
義
はft
#

的

な

.彡
ゼ̂
^

間
_
^

.、
：.前

者

が

個

入

主

義0
7 

哲
#
'̂
非

ざ

る

事
^
依

令

て

失

は

れ̂

。
_蓋
'^
.古
血
-§
學
が
ー
個̂

主
義
^

哲
學
は
見
^

る
第
：

.一

.の
原
：因

抵

德«
§
唯
：

：： 

物
史
觀
の
適
用
で
あ
る
デ
即
ち
古
愈
#

學
は
十
八
世
紀
末
ょ
6
搽
頭
し
來
れ
る
.獨
乙
，ズ

，
ジ

ョ

ソ

ジ

ー

開

放

述

動

の

.

'

M

想

的

反

映

で

あ

：々

:;
>

.
從

：
0

.
^

ズ\

ジ

子
ソ「

タ

丨

，の

糜

學

せ
^

子
、化

誃

打
/2

資
本
主
«

* |
:

#

冷
、:'
-
.剛
人
主
義
の
#

擧
^
^
^

な
み
.
ど
主
掘
す
る
。
然
し
此
の
場
合
，『

吾
人
は
媒
ら
、
此
の
.■哲

學
.が
歸
箏
し
つ
.

、
あ
る
、
即
ち
其
の
*

力
を
獲
#
せ

- 

Q

 

0 

6
 
0 

6
 

0 

0

0

0

 

0

0

0
 

0 

0 

Q

 

o
 

o
 

ん
ぐj

し
て
、•
#.
.ひ
つ
. 

> あ

が

し

ブV

ジ
ョ
ヮ
ジ
ー
の
®
學
で
あ
つ
て
、
淼
に
支
：*
し
つ
、
あ
る
ブ
ル
ジ

3
ッ
ジ
！
の
：

物
^ 0
か
^ 0
? 0
如
00
^ 0
ビ
云
ふ

«

、
.

«

闘̂
爭
し
0

、.
'あ
る
ブ
ル

’，ジ
.ョ
ヮ
.
ジ
ー
は
其
故
事
實
個
人
主
義
的
で
は
な
く
、
 

•

寧
な
：人

卿

のS

的
、
人
權
の
名
は
於
て
彼
れ
の
闘
爭
を
遂
行
し
た
事
を
珩
過
し
て
居
る
。』

的
例
N

ば
ズ
,

ジ
."

ソ
茁

命
^

る
佛
蘭
西
大
#

命
の
先
| |

者
-̂

ソ■ I

の
勿
き
は
#

人

主

義

的

：

『

各
^

.人

.の
；意
志』

：(

'<;
0
;0
1
1
1
:
6

 

a
e

 

t
o
u
s
)

.
を
‘！

意』

' (

v
.〇
lo-
n
ta»
>
の
3'
ぎ

5

の
下
に
持
來
さ
ん
匕
欲
せ
し
如
く
、
獨
逸
*
典
哲
學
.に
於
て
は
力\

ト
は
：至

上

命

令

を

、

フ
ィ
_七
、7-
.は
现
性
の
王
國
を
、
..
へ
1
ゝ
グ
ル
は
.國
家
の
理
念
^

强
調
せ
る
の
.事
實
ょ
6
す
る
も
明
が
仏
古
典
铒
學
は
個
，

人
：主
義
め
哲
學
で
は
な
s
,
o

:

獨
乙
*

典
哲
學
沢
個
火
主
義
；の
哲
學
に
見
ゅ
6'
;

©

ー
办
原
_

_
其

.の

硏

究

對

照

及

び

其

め

對

照

ょ 

.

ボ
る
研
究
樣
式
で
あ
ふ
。
蓋
し
其
の
理
論
的
認
識
批
判
は
意
識
‘の
批
乳
S
し
て
現
は
れ
た
。
而

し

て『

其
.は

.意

識

が
 

事
實
見
出
さ
を
.、
所
^
於
て
葸
_
を
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
‘つ
た
し
、
且
.つ
、
共
の
意
識
は
自
我
、
.即
ち
個
人 

の
：內
に
*
す
，-5
'

の
：：で
あ
：
-6
'

0
:
‘
其
故
此
の
哲
學
は
.ー.般
の
觅
解
に
對
し
て
向
我
の
哲
學
、
個
人
意
識
の
哲
學
ビ
な
つ
た)

而
し
.て
®
俗
の
*

»
に
^

て
は
"此
の
學
說
が
經
驗
は
取
ゆ
奈
I
S O
識
の
事
®

で
あ
ヶ
、
世
界
は
單
R
余
の
表
象
で
あ 

ゲ
、
，又
，1:
!

我
は
自
然
.の
稃
在
ど
作
用
を
規
定
す
.ど
の
形
式
5:
-
-取
れ
る
場
合
に
於
て
、'
殊
^
然
る
如
く
見
え
ね
ば
な
ら 

な
.
.か
つ
た
。
斯
く
し
て
獨
乙
*
典
哲
學
の
批
判
的
|/
1

]

题
は
通
俗
の
見
解
は
収
つ
て
は
個
人
我
の
仳
界
に
對
す
る
關
係 

. 

の
間
题
ビ
4.
0
、"
.夫
が
硏
究
の
立
脚
»

は
其
の
爲
代
全
く
個
人
主
義
で
あ
る
か
の
如
く
^
.見
え
尺
。』

§
.『

然

し

乍

ら

. 

«•
判
锻
學
を
根
擗
な
き
個
人
主
義
も
贫
す
輕
卒
な
る
见
解
が
非
#
す
る
事
，の
內
に
は
正
に
最
も
倬
大
^
し
て
、
且
つ

篏
二
十l

i
#

 

,獨逸
十
|1
,典
评
學
ょ
找
マ
ル
、
ク
ス
：
に

.至
も
叫
の"社
僉
槪
念
の
，.發
展

 

笫
七
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一



笫
ニ
i

l

卷
.

(

九
四
六〕

獨
逸
西
典
贺̂

ょ.リ
マ
ル
グ
ス
|:
-

茧
る
，間
の
»!
1
|
:命
.槪
念
©:
發
展 

第
.
S

J

L-
V
1

.

深
，f

签

人

唐

一

般

の

克

服

容

す
.
f

 

.泛

、
又
近
代
の
§

8

、
就

中

共

の

最

為

廣

完

成

た

る

マ

ル
ク
ス
主
a £
. ^
I E
f

R

: t
l

(

の
缺
ぐ
可
か
ら
ざ
る
'

甚
礎
、/

」

看
做
せ
る
社
會
的
見
地
の
唯
.

一.
、
ド
し
て
、眞
實
の
.立
脚
點
が

察
難
&

的
で
あ
る
批
判
哲
學
其
も
の
の
全
本
質
化
存
す
る
特
殊
な
、

' 

且
つ
驚
異
^

愤
す
‘

る
辯
證
法
が
明
か

V
J

な
る
O

J
n ) 

i'
M

事
實
批
判
哲
學
の
對
照：

は
意
識
の
法
則
で
あ
つ
た
。
如
何
^

意
識
は
其
の
普
遍
的
形
式
^

於
て
作
州
ず
る
か
、
如 

f

« ;

る
猫
度
に
於
て
I
'f e
k

®

識
0 -

普
遍
的
形
式
が
存
す
る
.

か
、
且
つ
如
何
^

,

し
て
普
遍
妥
當
.な
5

經

驗

：が
，可
能
で 

あ

る

か

ー

是

等

が

拉
#

哲
學
：の̂.

題
で
あ
.

つ
た
。
然
し
批
判
哲
學
は
其
研
究
.

の
-

對

照

、
.即

ち

法

則

的
^

作
|}
:]

す

る

意
 

識
を
^
人
瀹
識
の
外
^

^

1

-•即
ぢ
人
間
の
集
合
の
內
に
、
或
は
人
々
の
上
に
、
人
々
の
’

間
に
求
ひ
る
事
は
出
來
攻
か 

つ
作
ノ
赛
f

e

其
の
對
照
が
事
® :

見
出
さ
^

、
所
^

.

、即
ち
出
‘
®

の
內
k

、個

々
の
個
人
.

の
内
-^ .

の
み
硏
究
.

の
#

を

進
/

る
_

か
社
來
た
o 

,其

相

個

：々

：：の
：個
人
：を

深

く

掘

下

げ

、
事

ら

個

人

的

俎

惱

、
意

.
欲
、
感
情
の
經
驗
を
、
或
は
、ょ
ぅ
ょ 

4

1

ら
I

:

:

個
.

：々
s

l

ff
i

惟
、〉

意
欲
S

,

感
情
の
硏
究
釔
爲
3

ね
.ば
な
ら
な
か
づ
た
.0
然
し
乍
ら
、

' 

斯
く
し 

s

_

哲
學
1

0

な
：つ

義

ば
|

|

人
w

は
全
く
興
つ
.

た
も
の
で
あ
つ
.

だ
。
寧
ろ
最
も
偉
大
な
る 

ブ
法
^

か
で
個
人
を
丈
旅
す
る
を
将
だ
。『

批
剣
哲
學
の
硏
究
方
法
は
事
實
個
人
^

結
付
^

セ
居
つ
た
が
、

»

:

の
.沾
來 

は
♦

く

篇

人

的

性

蓉
i

で

あ

案

、
即
ち
個
人
は
.

M

R

M

.

^

る
證
形
式
以
上
の
形
？

し

y

亦
す
る
の

で
あ
つ
て
.

.

*

の
的
は
於
て
札
ゅ
名
個
人
を
相
互
，に
不
可
避
的
^

精
神
の
偉
大
，な
共
同
態
の
內
^
組
入
ら
し
ひ
る
一

, 

斯
く
の
.

如

く

獨

乙

古

典

哲

學

は

其

の

研

究

方

法

，に

於

て

常

化

個

人

の

意

識

を

對

照

ビ
す

る

結

來•
•

個

人

主

義

的

外

觀
を
呈
'L
>

た
.
る
も
、
其
: 0

研
洗
狀
侬0

:

て
到
達
せ
.
る
結
來
は
超
個
人
的
の
も
の
で
あ
6

、.
個
人
意
識
其
も
の
は
常
K
 

®
會
化
せ
る
意
識
た
る

事
を
見
出
し
た
の
で
あ
る

。
採
ド
獨

乙
+
M
.典
哲
學
の
内
に
は
戚
會
的
俎
植
傾
而
が
内
在
し
て 

屉
つ
ね
。.
唯
、
斯
る
« :

會
§

思
他
顧
向
が
、
否
な
* 1
:

脅
化
せ
.
る
葸
_

の
槪
念
が『

力
ン
ト
k

於
て
は
精
神
の
杏
遍
的 

规
定
.の
：
形

態

を

取
J

、
フ
ィ
：ビ
テ
及
.び

へ

ー

ゲ

於

て

は
.

*

屬
现
性
の
發
狠
の
形
態
を
取
6

、
然
し
前
の
場
合
に 

於
^

は
全
夂
外
舰
上
取
^

個
人
主
義
的
認
識
批
判
^

、
後
の
場
合
に
於
て
は
神
秘
的
な
普
遍
主
義
的
形
而
上
擧
t

流 

■ n

込
^

ん
ど
.

た』

：

§
；
.

爲
に
：道

薪
_

の
，本
：來
：の
» :

會
學
的
核
心
が
叨
か
に
蝕
解
せ
ち
れ
，ざ
る
^
至
つ
た
の
：で
.
あ
る
.
o 

我
々
は
以
不
“

於

H

古
典
哲
擧
の
«

會
學
的
核
心V

J
.
?
P
1
K

ふ
可
会『

社
#

化
せ
る
意
識』

て
ふ
槪
念
^_

:(
|
:

ハ
は
.ス 

#

#

:

1

.

:
般
0

極
限
槪
念
^

;4
^
^ ̂

カ
ン
ト
、

.
フ.
ィ
ヒ
，テ
ノ
及
び
广
丨
，グ
，
(t

於
け
る
.發
展
を 

論

获

组

は

マ
グ

ク
ヌ
が
フ
“
ォ
ィ
土
^

>

■

>

レ
0

影
«
を
皿
じ
て
之
を
經
驗
的
^

來
礎
附
け
、へ
以
0

て
獅
會
の
機
«
 

溉
念
ぐ
竝
化
組
織
溉
念
を
確
立
す
る
杈
莩
0

た
；經
猶
を
論
ず
る
ヤ
あ
ち
ぅ
。
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メ
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ト
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職

批
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«

會

的

本

質

 

' 

,
其

校

依
<5
扣

十

九

世

紀、
：
' 一

4

十
世
紀
の
*:
會
#|
學

的
|1
-

1
心
€

(̂
鼓

識

批

判
，
.. 

的
某
礎
を
與
へ
た
ヵ
ン
卜
の
偉
大
な
る
革
命
的
忍
惟
活
動
i

を
堋
解
せ
ん
が
爲
に
は
彼
の
認
識
批
判
の
本
來
の
間 

題
は
何
ん
で
あ
つ
た
か
を
注
意
す
る
亊
が
必
要
で
あ
る
。
普
通
ー
般
^
菩
人
は
‘課

識

批

判

の

開

题

を

次

の

如

く

公

式 

化
す
る
？
即
ぢ
.

『

如
何
に
し
て
經
驗
ば
可
能
な
る
.か
。』
然
し
乍
ら
罟
人
は
多
く
の
場
合
此
の
冏
題
.の
内
に
は
他
の
|/
1

1
 

题
が
横
つ
て
®

6
、
il
o
.此
.の
他
の
§

 

r
は
.一
個
人
の
患
«

に
-依
.つ
て
、
單
に
自
分
向
身
の
M

®
た
る
の
み
な
ら
ず
、
 

.又
同t

の
狀
態
の
下
R
立
.つ
凡
ゆ
る
人
々
k
妥
常
す
る
經
驗
が
如
何
に
し
て
成
立
し
#
,る
か
ビ
云
ふ
I/
i
l
f
f
i
で
あ
る
琳 

を
注
意
し
な
か
。
人
々
：の
判
斷
の
處
觀
的
則
解
、
竝
k

感
情
的
評
價
^
.於
て
仳
界
は
頗
る
多
様
で
あ
6
得
る
に
も
拘 

ら
ず
.

T

如
何
に
■し
て
il
l
*界
ば
凡
で
.
.の
人
^
取
つ
て
同
一
，で
あ
る
か
じ
斯
く
て『

如
何
に
し
て
經
驗
は
可
能
な
る
か』 

の
卯
踉
は
實
^

ヵ
：
ン
ト
^
於
.て
は『

如
何
^
し
て
0
然
科
學
は
.
.可
.能
な
る
が』
の
形
態
を
取
る
。
而
し
て
我
々
の
®

a
 

.の
?(
!
論
的
侧
而
i'
;
c就v

云
ひ
■得
る
€
全
く
同
じ
^
が
意
識
の
實
踐
的
侧
而
R
就
て
も
云
ひ
#

る
の
で
あ
る
。
即
ち
力

十
の
，：

f

實
踐
现
.性
批
判X

^

於
て
は〔

¥

^

如
何
に
.
.し
て
.善
惡
の
；個
人
的
區
.別
が
可
能
な
を
か
を
問
題
ど
す
る
の
.で 

は
：：

な

ぐ

、
寧

ろ

r

個
入
に
於
て
#

?

じ
て
認
め
ら
れ
た
'こ
ビ
が
同
時
k
:
各
人
も
夫
に
同
意
す
可
き
善
た
る
の
要
求
が
. 

な
さ
れ
得
る
事
が
如
何
K

し
：て
.
可

能
:a

る
か
V

IH
I

题
で
あ
る
。
美
醜
に
關
し
て
も
亦
同
様
の
事
が
問
题
で
あ
る
。
約 

言
：§

、
凡
て
の
場
合
拔
於
：て
耽
^

批
_

哲
學
が
問
題
ビ
す
る
-
所
は
、艰
な
る
意
識
の
個
人
的
現
激
形
態
を
克
服
せ
ん 

名
ず
.る
も
の
で
あ
る
«

が
明
か
'(
£
:
な
る
。

哲
學
k

龄
て
は
單
に
心
理
學
的
な
硏
究
で
あ
る
個
人
意
識
の
現
®
的 

作
用
ぼ
全
'

^
問
®

^

f

:
ぐ
.
、
.
寧
み
凡
#

る
個
人
的
關
係
R

あ
る
.
意
識
內
容
の
超
個
人
的
妥
常
性
が
問
題
で
あ
.る
。
■

意
織
®

^

^

依

c
v

y
i

人
的
、.
普
遍
妥
當
な
る
德
識
が
成
立
す
る
竺
芩
ふ
重
要
な
研
究
が
問
题
で
あ
る
。
從
- 

つ
て
.木
.來
の
麻
判
的
問
題
は『

如
何
^

し
て
眞
の
.認
識
が
可
能
で
あ
る
か
、.
如
何
に
し
て
正
し
さ
意
欲
が
可
_

で
あ 

る

か

、

如
；何

代

し
.て
承
認
せ
ら
れ
た
る
，感
情
が
可
能
で
あ
る
か』

ミ
云
ふ
事
で
あ
參
。
，

.

:

:

.然

を

ば

如

爾

に

，
し

て

.個

人

的

經

驗.に

於

て

超

個

人

的

妥

常

啤

を

有

す

旮

意

識

內

容

が

.成

.立

す

る

か

、、

」

云

ふ

^

、

凡 

ゆ
る
_

人
の
意
識
：肖
内
在
す
る
、
時
間
、
空
間
及
び
範
疇
て
ふ
意
識
の
先
驗
的
形
式
が
、
見

出

さ

れ

た

所

の

も

の

，
 

通

®

的
*

材
5
金
：批

判

統

，
し

、.似
て
普
遍
妥
常
な
る
經
驄
を
可
能
な
ら
し
む
る
か
>
bで
あ
る
。
忸
し
、
先
驗
的
芯 

は
^

^

る

幻

澎

ー

患

辯

、
魔
杖
で.»
.な

い

、
..常

は

失

は

經

驗

ビ
.:
[
1
:ハ.に
の
み
意
識
せ
ら
れ
、
.從
つ
て
發
生
的
に
經
驗 

k
先
立
つ
も
の 

>
 即
ぢ
«
驗
的
‘
q>r

a
n
z
s
l
t
>

ゼ
は
な
く〜

論
■
的
に
.云
つ
て
普
遍
妥
常
な
る
經
驗
の
前
提
を
3:
.
. 

す
.ど
云
，ふ
意
味
^
於
て
の
‘先
驗
的
，

(

1
:ロ
ぼ
3
0
3
2
1
£'
.

)

で
あ
る
。：

■

,

次
て
此
の
，.ヵ
ゾ
ト
に
於
..け
る
意
識
の
.先
1

批
判
を
见
^

ー
步
深
\

突
き
進
ん
で
涧
察
す
る
時
は
、
辦
货
な
ほ
力 

.

ン
ト
构
身
は
氣
付
か
ざ
，0
0
.其
の
.有
ず
る
社
#

學

的

意

義

が

，明

瞭

，

'<
1
'
.な
る
:0

何
故
：か
：な
れ
ば
、
意
識
の
.先
驗
的
批
判

:

.
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银
ニ
十
v

' i(

九
宄
〇〕

-

獨
逸
十〔

典
贽
學
ょ
リ
マ
ル
ク
ス
に
萊
る
間
の
社
會
概
念
の
發
城 

第
七
辦 

上
、

夂
を
初
^

P

向
我
ょ
6

他
我
.
へ
の
橋
梁
を
架
し
、
以
-
て
晋
人
：R.
、'
我
.々
向
扮
の
他
界
、
人
|/
|
]
相
立
作
用
の
11
1

:
界
，、，
即 

ち
社
會
的
世
界
を
1

解
せ
し
め
た
.か
ら
で
.あ
る
。
.

P

耽
は
.；
一
：
見

他

我
W

M
知
れ
ぬ
程
分
離
し
：て
居
る
、
.
.從
つ
、て

自

我

か

ら

他

我

へ

は

如

何

な

る

^
も

通

じ

て

ば
®-
な 

w

:u
y

又

隣

入$

«

_谈

旣
_

#
も

古

く

：
か

ら

存

す

'る
悤
_

の
»
開
^
屬
^
セ
&
名
戰 

ン
;!
'
:
が
择
人
；
 

色

：不
：
せ
'る

如

-<
-
-
>
.
.

實
れ
‘我
々
.の
»

宛
然
令
：

H

我
を
以
‘て
，r

つ
の
實
體
的
本
質
、
靈
魂
、
或
は 

:

何
等
か
0

實
#.
的
觀
必
_

外
4

ら
ず
ど
：な

ザ

素

朴

な

見

解

は
*

.T
H

k.

カ
ン
ト
k
.依
つ
て
凡
ゆ
る
經
驗
を
®
座
，せ
る
0 

}
£
=
^
學
^.
し
：.て
货
^
.否
.定
^
れ
て
居
る 

A
 

^
 

/
N 

 ̂
待
0 

¥

の
成
る
.も
：の
で
は
な
^

ノ
^

い
、
寧
ろ 

自
嫌
は
輿
內
^
意

識

一

般

が

存

す

る

形

就̂
外

な

らg

 
o
.
其

故

吾

人

は

次.の
如
.く

云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
意

a
は
®:
識 

が
§

體

化

對

し
_て

岿

我
^
鋒

:̂
事

な

く

し

セ

は

存

在

し

得

な

い

所

，の

存

在

で

あ

る

。

約

言

せ

ば

自

我

は

其

に

於

て

蠢

が

意

繫

ら

.る
-、
形
_

看

。

.
、

'
:
. 

•

1
:
雜
し
乍
ら
此
，の
意
識
灶
同
時
じ
班
代
他
の
形
式
：'>
如
冶
時
間
、
空
：間
'及
び
綜
合
的
俎
惟
概
念
：6
範
_

)

：の
形
武
を
持
. 

,
0
事
^

侬
|

、
，
南

：我

形

式
.ミ
レ
て
必
然
的
ぜ
、.，_
|

.
常
ほ
個
人
的
形
式
で
あ
る
意
.識
形
式
に
他
の
意
_

形
式
の
®
 

素
埒
ち
^|

個
人
的
.
形

式

其

も

：め
：
が

附

_

す
る
。
其
故
：自
.我
は
常
^

個
人
的
意
.識
を
# -
_
.つ
k
.
拘
ら
ず
、興
は
向
我
^
亦 

ざ
，る

形

，式

、

換

言

す

れ

ば

何

等

個

人

的

，性

質

t

有
せ
ざ
る
形
式
に
參
與
す
.る
o

然
し
乍
ら
共
の
形
式
は
赛
靈
形 

式
，で
あ
る
か
ら
し
て
、自
我
化
屬
す
る
も
の
；ビ
し
て
の
み
现
解
.
せ
ら
れ
#

,
る
。
個
人
の
&

質
は
的
我
衫
式
ゝ
即
ち
盘
®
 

の
綜
合
的
.
統
.一 ,

に
の
み
跗
帶
ず
石
。.
之
^

反
し
.
.て
他
0

»

_

»
式
即
-
ち
時
：間
ー
、
：：
空

：間
：及

.汰

範
_

の
1

識

形

式

は

；.正

ド

經
驗
：ビ
じ
て«

へ
ら
れ
枝
も
の
ミ
1
緖
^

-«
つ
て
、
經
驗
の
客
觀
性
を
樹
立
す
る
ド
斯
く
の
.如

く

に

®
.
我
意
識
は
夫 

_
體

化

附

帶

す

る

他

S:

意
識
形
式
、
即
ち
非
^
:我
的
意
識
'形
式
を
通
じ
て
意
識
内
容
の
客
觀
性
を
樹
立
し
得
る

if
f

R 

依C
V
V
、

_

我
意
識
は
其
¥
客
«
的
に
對
立
し
、
從
つ
て
夫
の
外
部
或
は
夫
ど
竝
存
す
る
他
我
©

_
マ

」

.結
合
す
る
。

«
:し
て
i

备

初

め.：て吾人ば'

る眞

»

の
.經
驗
は
普
.遍
1
:妥
當
.
で

あ

ら

ね

ば

な

.ら
^
寧
が
覺
る
。
何
故
.か
な
れ 

ば
、
個
人
*

»

忙
附
帶
せ
る
*

«

入
_

意
_

双
式
を
通
じ
て
«

矶
せ
ら
れ
た
内
容
は
必
然
取
な「

る
±
«

吣
お
想
で
ば 

な
く
.
、«

ろ
客
機
的
：事
«
、即
ち
_

一
 

條
件
の
下
は
於
そ
は
凡
ゆ
る
自
我
^

同
樣
に
現
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
W

實
ビ
し
て 

言
■

せ
ら
*

ね
.ぼ
な
ら
ぬ
か
ら
^

あ
ふ
。
此
處
^

認
謙
批
_

,

の.
根
本
的
見
解
ビ
し
て
.
现
れ
來
る
‘事
は
贳
在
の
概
念
，c 

か
、”
眞
理
の：

槪
念
ミ
於
：は
力
ゾ
ト
の
學
說
た
從
ふ
時
は
取
な
る
個
人
的
な
問
題
を
含
ひ
の
で
は
な
ぐ
、寧
ろ
、其
等
槪 

念
^ ,

既
.

^
其
の
論
现
的
意
義
に
於
.，て
社
會
的
溉
念V

J

し
て
の
み
理
解
せ
ら
れ
る

€

云
ふ
事
であ

：.

る

o
'
換
言
す
れ
ば
、
 

興
^

經
驗
ば
凡
ゆ
る
_

人
0 :
_

驗
龟
一
致
し
、'
即
ち
夫
は
本
®
に
於
て
社
會
的
性
質
を
有
す
る
經
驗
で
あ
る
，ミ
云
ふ 

事
.
で
あ
.
.る
：o
v
.
v 

'

r
 

:

.

'

.

L
 

. 

. 

.

.

. 

•

;

#

故
#

く
の
如
：ぐ
^
;
し
本
、
.へ
旣
比
«

別
的
意
_
は 

一0

の
精
神
的
關
係
の
內
R

置
か
れ
，る
。
.
凡
ゆ
る
個
別
的
意
識 

は
爾
は
其
苘
身
-の
直
狐
杈
於
^

直
接
他
め
意
識
め
關
聯
す
る
o
;
個

別

的

意

識

は

.、
*

が

眞

现

ど

し

て

示

し

、
或

は

®

在 

を
し
て
.經
驗
す
る
事
を
凡
て
l
a '

遍
妥
當
な
る
形
式
に
於
て
思
惟
し
次
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
^
し
て
、
夫
は
® ;

に
其
の
h論 

现
的
機
能
代
於
て
全
く
個
人
的
で
は
な
く
、
'
寧
ろ
多
數
の
同
種
の
認
識
主
.觀

V
J

內
的
R

ff
l

聯
し
、.
典
は
是
等
多
數
の 

誕

謙

主

觀

长

共

拉

糖
_

上
社
會
化
し
で
©

る
。
而
し
て
カ
..‘ゾ
ト
の
認
識
批
判
の
蚤
眞
现
は
.共
に
侬
っ
て
取
に
個
人
的 

雛
驗
の
顿
界
が
確
立
せ
ら
&

;s

所
の
：時
間
、
空
間
及
び
恐
惟
槪
念(

範
疇)

の
形
式
^

於
て
蒂
人
は
經
#
を
な
す
に

第
二
十
二
#
 

(

九
耳
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一
)

獨
逸
进
典
赞
學
ょ
リ
マ
ル
ク
ス
|;

茧
る
間
の
社
會
_
念
の
發
膜

 

站
七
號
 

七
七



節

ニ

十

二

卷

(

九五
-ニ
； }

獨
逸
|-
*
|
典
赀
舉
ょ
リ
マ
ル
ク
ス
に
至
る
間
の
社
會
概
念
の
發
诚

 

笫
七
奴
 

セ
\

止
ま
ら
ず
、
页
^

又
内
在
的
^
精
§

上
我
々
の
存
在
が
.竝
存
せ
る
人
冏
.の
存
在
<
關
聯
し
て
思
る
事
、
換
言
す
れ
ば 

蚍
舍
的
形
式
k
於
て
經
驗
を
な
す
.ど
云
上
事
^
あ
る
。
從
つ
て
：

ビ
ゾ
ソ
ン
は
緻
濟
的
傀
|
1で
あ
る
ば
か
6

で
な
く
、
 

又

認

識

批

判

的̂

も

不

可

能
_で
あ
る
。.
如
何
な
る
■精
神
的
®
抡
人
冬
、
如
•何
な
る
.個
人
の
-個
別
化
も
亦
在
し
な
い
。
 

唯
識
生
病
:0.1

定
の
關
係
の
內
部
k
於
け
る
分
離
が
.あ
る
の
み
で
あ
る
。
個
人
は
他
の
個
人V

J

の
典
同
生
活
に
ー
义
抗 

す

：る
#

が
出
來
る
、
又
夫
を
否
定
し
、
其
が
ら
逃
ぐ
る
事
も
出
來
.
.る
が
、.
決

し

て

其

.か

ら

全

然

分

離

ず

る

事

は

出

來 

な
い
け
個
人
が
徹
底
的
に
孤
立
す
る
が
爲
に
は
"
取
に
他
の
個
人
.ゼ
.の
共
同
.生

洒
を
放
，乘

す

可

&

で
あ
る

巧

み

な

ら 

ず
、
又
就
屮
自
己
の
意
®
を

消

滅

：せ

し

め

な

け

れ

议

な

ら

ぬ
o
何

故

か

な
.れ
ば
、
南
已
の
意
_

の
存
す
る
»

ゥ
、
各 

人
は
；

一

.->

.
の
^
荊
的
^
同
態
:̂
參
與
ト
^
け
：れ

ぱ

な

ら

ぬ.か
^
^
^
^

如
何
な
ゐ
人
も
常3

他
入
の
_

心
を
經
驗
せ
ず
、:
又
勿
論
其
に
到
達
し
得
ざ
る
^

も
拘
ら
ず
、：
人
々
は
_

互
^

結
' 

合
、せ
：ち
れ
得
る
し
、從

：：

つ
て
彼
：等
蚀
疋
^

此
の
內
；心
^

參
與
し
r

約
言
せ
ば
、：‘
彼
等
は
相
互
に
.现
解
す
：..る
^

至
る
：は 

何
故
か
1

K

ふ
I t
#

學
の
擁
本
問
題
は
今
や
初
め
^

理
：
^

 

『

理
解』

の
問
題
は
.
マ
ッ
ク
ス
•

ゥ
ヱ
，パ 

丨
の
研
究
が
な
3

れ
：

H

以
來
益
<

&

會
學
上
の
研
究(

の
#

心
«

に
] 1

か

る
^

至
つ
た
？
然
し
ま
ら
マ
ッ
ク
ス
纟
ア
ド 

ラー

は
ウ
工
X

I

ド
先
立0

て
赃
ド
千
九
耳
四
年
の
彼
の
著
書
ぐ
，K

a
u
s
a
l
g
t

 

u
n
d
.
H
e
l
e
o
o
g
i
e

 

i
m

 

S
t
r
e
i
t
e

 

I

-d
.
e

 

1

1

0

1

.

 

k於
て
此
の
問
題
.を
.社
會
學
の
根
本
問
題
.で
し
て
檢
討
し
、
且
つ
.
指
摘
せ
る
事
を
誇
ク
ミ
し
て
®

.
 

る

蓋

し
.人
々
は
ff
l

i

t
の
内
朝
^

於
て
或
る
も
の
を
现
解
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
皮
對
R

,;
L

ゆ
る
I M
t

w

vc 

與

へ
ら
れ
f e

歷
史
的
Mf
#

、
即
も
經
濟
上
、
政
.治
,(
*

其
他
凡
ゆ
る
«

會
生
.
活
：9

應
式
は
»

後

其

等

；凡

ゆ

る

：經

»

的
、
：
 

政
治
的

)]
|
1
:
會
化
^

先
立
.
っ
て

(

伹
し
發
生
的
^

非
ず
し
て
論
理
上)

人
間
.が
社
#
化
し
て
席
る
が
故
に
り
み
祚
在
し

得

る

。

此0.
社
倉
化
の
槪
念
を
經
驗
的
に
規
宛
す
る
事
は
後
^

>
，
ク
ス
、

-
ゾ
.ゲ

,ス

の

根

本

的

瓜

索

硏

究

“

依 

つV

初
め
て
，な
さ
れ
位
の
で
あ
る
が
、.
其
の
：認
識
批
判
的
條
件
に
就
て
云
ふ
な
ら
ば
、
.
M
R力
ン
ト
に
依
つ
て
言
明 

せ
ら
れ
.た
我
/?
經
驗
0
先
驗
的
要
素
记
屬
す
る
。
赏
際
此
溉
念
は
ヵ
-
ン
ト
に
於
て
は
猶
ほ
祉
兪
化
、
或
は
取
^
班
僉 

生
活
の
槪
念
5

ぷ
ふ
名
は
咐
て
は
：居
な
か
つ
た
、
否
な
11
5
校
彼
れ
^

は
：な

ほ

此

溉

念

は
-明

瞭

に

意

識

せ

ら

れ

：て

然
し
、
例
へ
ば
意
識
.I

般
’

或
ば
觀
知
の
王
國
、或
欧
先
驗
的
綜
合
判
斷
り
普
遍
妥
當
性
等
0
下
に
、
ヵ
ン 

ト
が
敎
へ
た
事
は
先
驗
的
H
tt
會
的
な
る
事
實
の
最
*

の
表
；明
^
外
.な
ら
«

の
で
あ
る
。
即
ち
先
驗
的
k

®

«
的
の 

7p 

fし
レ
て
此
の
社
會
化
せ
る
意
讓
の
溉
念
は
今
や
力
ン
■ト
代
於
：&
る
黯
論
批
判
の
本
來
の
盘
義
で
あ
る
。

.

斯
く
し
て
集
な
く
し
そ
は
如
何
な
る
輟
驗
的
人
ー
間
結
合
笔
し
て
の
社
會
り
存
在
も
考
へ
得
ら
れ
なS

究
極
：め

楔

機 

を
.
方
ゾ
ト
は
.人

間

意

_

の

先
»
ぬ
«:
#

«
式
^

*
め
.た
の
で
-あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、彼
己
そ
初
め
_て
社
會
一
般
の
極 

限

槪

念

を

見

出

し

：：た

者

で

あ

令

：
金

：ゃ

又

、

人

間

意

識

‘の
先
驗
的
社
會
化
は
共
の
意
識
^
凼
來
す
.る
人
間
經
«
活
動 

忙
關
し1

般
性
：、.
法
則
：性

を

確

立

す

る

を#
し
め
、
.

.

從

つ

て

斯

る

人

間

活

動

を

對

照

ど

す

る

祉

俞

科

學

め

樹

立

を

可 

能
：«
ら
し
：め
た
の
で
あ
券
0
:故
に
ヵ
ン
ト
の

1

8

_批
判
.は
取
^
自
然
科
學
‘の
站
«
を
含
む
.の
.み
な
ら
ボ
、
又
等
し
く 

社
會
科
學
の
栽
礎
を
も
包
含
す
る
。
從
つ
て
十
九
世
紀
後
半
^
於
け
る
自
然
科
學
の
隆
碰
が
、
力v

ト
の
枇
判
哲
學 

の
分
ネ
サ
Y
,
.ス
は
«

^
た
'(
£
.等
し
く
、
今
や
社
會
料
學
の
繁
榮
R
向
ふ
ミ
共
'it
.力
シ
卜
の
名
が
喧
傅
せ

.ら
る
、
^
至

;

蝕
' 

本
節
に
就
.て
は
次
の
#

を
參
照
せ
ら
れ
度
い
o 

: 

;

M
,

 

A
d

 

c
r
,

 

„ 

D
a

ln'
S
O
N
I
O
I
O
g
i
s
c
h
e

 

i
n

 

K
a
n
t
s
w
r
k
e
n
n
t
n
i
s
k
r
i
t
i
r
R

 

u
.
d

 

M

片
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i
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m
u
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公 

s

r
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:#
*
.
ニ
十
二.卷
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(

九
.瓦
岜°

獨̂

^

典
哲̂

ょ
リ
マ̂
ク
ス
ー
に
至
る
叫
の

^

脅
歡
念
め
發
®

. 

\

o

.

リ
 

.

^
 

,
-
.
,
v
-
;へ

：

'
.
.

:
.
.

#

^

述

；へ
た' 5
:

が
如
ズ
、
全
獨
乙
古
典
趙
學
を
貫
流
す
る
社
：會
的
思
惟
傾
向
？
し
て
，の
.

社
會
匕
.せ 

ル
は
#

て
は
_

我
意
_

_

附
帶
す
る
先
驗
的
非
岛
我
意
識
形
式
の
形
態
を
収
つ
て
現
は
れ
た
。
今
や
夫
は
ソ
ィ
ヒ
テ 

に
於
て
は
純
粹
我
、「
若
:1
>

ズ
»

絕
剩
我
'(

經
驗
的
若
ぐ
は
個
別
我
^

.

對
す
る〕

の
形
態
を
取
つ
て
現
は
れ
た
の
で
あ

る

-
P 
,

:

;

. 

:

.ノ

. 

/
•
.
i 

-
V 

■

:
:
:

:

4
 

. 
:

'

.

: 

:
:

.

;

へ>蓋
3

ヵ
‘ン
.
ト
.
は
物
自
體
、則
ち
本
體
_の
世
界
5:
不
可
知
の
世
界
ヒ
し
て
、
之
の
追
求
ょ
6

絕

緣

す

る

事

に

依

ヴ

て

.
、
； 

«*
學

を
)1
1
'
[
秘
的
形
而
^

學
べ
墮
落
ず
る
の
危
險
を
防
业
せ
ん
ど
し
た
。-
彼
は
常
^ -
我
セ
の
意
戰
の
^

で
興
/
ら
^ ;

;
 ̂

',
r

驗

, o
1 L
界
^

^

sf e
ci
'
し

之
^

«1
識
の
*

#

マ」

し
て
'
、以
て
各
人
^

#

.遍
妥
當
な
る
；認
識
が
如
何
に
し
1:
可
能
な
る
.
、
 

か
を
間
題
式
じ
彷
テ
丸
ダ
ト
ぼ
於
せ
ば
最
单
事
物
の
本
質
が
何
で
あ
る
が
ぐ
間
题
で
は
な
く
ゝ
-
眞
の
^
^
の 

批

判

，、
卯

ぢ

対

何

^

し

て

或

る

：
，認

_

が
一
般
に
可
能
な
る
か
ぐ
問
題
.で
あ
つ
た
。
此
の
力
.
ン
ト
に
於
け
る
»
學
的
努
カ 

が
疋
し
0

现
解
^

れ
な
か
つ
.た
當
時
に
於
て
、
オ
ィ
ヒ
テ
は
力
ン
ド
办
哲
學
は
本
禮
の
世
界
^
現
象
の
怔
界
ど
を
對
立 

甘
'

3

む
.る
-—
»
一
 

元
論
の
土 
R
立
I

.の
：；

で
あ
k

、
屁
.つ
物
，：

n
r

體
、
即
ち
.观
象
の
本
質
の
認
識
を
'放
.：棄
せ
る
の
故
ど
以
て
、

, 

徹
底
の
も
の
、
勿
く
見
え
た
。
從
つ
て
彼
は
^

ン
ト
の
經
驗
の
世
界
、即
ち
⑴
心
惟
の
址
界
在
本
體
以
低
界
ゝ
即
ち
®

在
办
世
界
せ
の
一
一
元
識
を
克
服
し
、
此
處
に
ー

.元

論

的

悔

界«

の
.樹
立
に
努
'カ
し
た
の
で
&

る
。『

.孫
な
®
の
哲
擧
ば 

後
0
ヵ
ゾ
ド
學
說
の
正
し

&:
现
解
の
：發
逯
に
對
し
て
頗
る
有
寒
^
抗
議
を
な
し
、
；
物
自
體
の
®
定
.を
以
て
、
ヵ
ジ
卜 

艇
學
の
不
徹
底
を
意
味
し
、
從
つ
て
其
は
除
却
す
可
き
も
の
な
5:
事
を
主
.張
せ
る
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
：

(1
)
從
ジ

を
思
惟
す
.る
意
.識
の
.
自
發
_

1

6
4 *

さ
出
し
た
の
で
あ
る
.。.
而
し
て
此
の
_思
惟
す
る
意
識
€

は

彼

^

於

て

は

純

粹

我 

或
-
は
絕
»

我
ど
名
付
け
.ら
れ
て
居
る
。
此
の
絕
對
我
は
意
識
.の
本
原
的
活
#

.
で
あ
6

、
即
.ち
_患
惟
活
動(

0

2

1我)

な 

る
i

、：
同
時
^

其
_

身
の
活
卿
の
素
材
、'
對
照
：(

非
自
我〕

ど
な
.
る
の
で
あ
る
：。
斯
く
の
如
く
フ
ィ
.
ヒ
テ
^
於
け
る 

純
粹
我
«

は
絕
_

我
は
.終
局
忆
於
.
て
頗
る
神
秘
« !

な
、
形
而
學
的
な
も
の
R
.
.墜
入
つ
'
だ
が
、
然
し
其
の
形
而
上
學
的
：
 

べー

ル
の
：下
^

、
« :
.の
社
.
會
學
的
涧
察
が
潜
ん
で
居
る
^

で
&

る
。
'

:
:

蓋
U

フ
ィ
ヒ
テ
の
認
議
論
の
根
本
思
想
ば
思
惟
(£

實
在
ビ
.
は
共
^

純
粹
我

C

或
は
絕
對
我
づ
か
ら
の
み
理
解
せ
ら 

れ
得
：る
、ヒ
：沄
ふ
思
想
で
あ
る
。：

i,

然
し
乍
ら
此
の
純
粹
我
は
^

し
'
 

く
は
な
く 
ノ
寧
ろ
不 

斷
の
.精
神
活
動
£

し
で
珊
解
す
可
会
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
次
®

如
ぐ
考
つ
：て
居
な
。『

溆
知
.は
觀 

つ
の
溃
動
合
§

)

^

あ
女
、
，且
つ
決
し
て
其
以
上
の
も
の
で
は
な
-
い
、.

只
：溆
知
を
活
動
.性

(
T

s
g

k
e

i
o

 

S

名
附 

く
る
時
は
、
此
の
活
動
權
を
本
來
具
有
ず
一
る
'何
等
か
=
ゆ
箱
*

物
參
意
味
ず
る
* ;
^

な
，态

決

し

で

菩

人

：‘は
，徼
，知
： 

を
@

_

性
さ
名
附
位
部
ぎ
で
降
^

^

』

與
而
し
て
純
粹
我V」

云
ふ
一
つ
の
-
活
励
の
流
れ
は
、
凡
.て

我

々

を

合

.法

的

珊 

性
淸
動
の
同
-

方
向
に
向
ば
し
め
、
.

又
知
覺
を
な
し
、
表
象
を
獲
得
し
、
槪
念
を
構
成
し
、判
斷
を
な
.
L>
、價
値
を
設 

處
ず
可
备
、：
約
.
言
せ
ば
我
：々
の
全
內
外
：の
世
界
?:
:

權
成
す
可
き
同
ー
様
式
化
尚
は
し
め
る
.。
斯
く
の
如
く
し
て
、
曾 

0

^

8

,ィ
ヒ
テ
.の
言
明
せ
^

如
ぞ
.

，； r

凡
ゆ
る
個
人
は
：純
粹
精
神
と
劳
ふI

つ
の
偉
大
な
る
棘
.
一

の

内

に

包

含

せ

.ら
れ 

.る
。』

(2
)

個
人
は
精
_

活
»

1

般
ボ
即
ち
純
粹
我〕

が
存
在
す
る
爲
の
意
識
形
式
.
た
る
に
過
ぎ
な
い
、
換
言
す
れ
ば
精 

神
活
動
：

一:

般
は
個
人 

ふ
意
謙
形
式
^

 

從
っ
て 
i

A OS

 

^

.

Aa o
i

i

- A
O

l i
o

M O
w o

:

!
i o
« o 

_

 £
1

。

或
ばl

i

を
換
ベV

云
へ
ぼ
、「

個
：人
は『

其
自
體
同
ー
な
る
现
性
ど
云
ぷ
生
命
た
る
に
過
ぎ
ぬ
の
で
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第
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號

A
二

.

あ
夕
て
、'
其
故
现
性
は
弛
俗
的
の
考
へ
に
は
.
植
々
：な
る
個
人
に
分
離
し
て
思
る
が
、
全

體

に

於

て

は

種

屬

の

生

命

ど
' 

し
て
.
現
は
れ
る
。』

S

其
故
各
人
が
自
已
の
意
識
、.
自
我
故
稱
す
る
所
の
も
の
は
精
神
活
動
#
式

一
般
た
る
に
外
な
ら 

ず

、

即
ち
：精

_

活

勋

糠

式

j

般
は
凡
ゆ
る
：個
々
-
の
自
我
^

同
.

一.
法
則V

J

し
て
現
は
れ
、
斯
.く
し
て
初
め
て
、
典
等
個 

别
的
自
我
を
相
直
^

,
 

.

.

.

假
令
へ
個
人
は
0

る
容
易
に
糈
#

の
.絕
對
的
.(

非
個
人
的)

活
動
様
式
の
現
象
形
式V

J

な
さ
れ
る
k

せ
よ
、
.斯
か
，
 

る
故
を
以
て
決
し
て
.共
の
實
在
を
失
ふ
も
の
で
は
.な
い
。
何
故
か
な
れ
ば
、
確
か
に
精
#

は
絕
對
的
な
も
の
ど
じ
て 

存
在
し
、
且
0
:必
然
的
に
其
の
法
則
は
依
，0

て
茈
礎
付
け
.ら
る
、
％
>

而
も
.
■

別
：

g

自
我
の
形
式
に
於
て
存
在
す
る 

.

か
ら
し
で
、
更
^

云
.ひ
換
へ
る
な
.ら
ば
、
絕
對
的
精
神
の
存
1;

る
限
6

其
の
現
象
形
式
ビ
し
て
の
個
人
は
必
ず
や
亦 

在
し
衆
_

れ
：ば
な
ら
ぬ
か
.ら
し
.て
、個
人
の
實
在
ば
絕
»
⑽
の
も
の
.、
即
ち
純
粹
我
の
.法
則
の
内
^

«

|1
5
1ど
し
て
张
»

#

け
ら
れ
て
思
る
。
然
し
乍
ら
令
や
此
の
，點
よ
6

し
て
、
fl
l

k

個
人
及
び
糈
神
生
活
.

一.
般
の
本
赞
に
：關
せ
る
よ
6

廣 

範
.̂

沙
樂
ヵ
少
ヵ
ic
.
■.な
'
る〗

.

.wf
■
ち
#

人
は
他

-々
.別
、々
■
の
'
も
のV」

し
て
.
、：:M
ハ.街
ら
存
す
る
も
の.V」

し
て
■.考
へ
.ら
れ
"
な
，'い
，、

寧
み
凡
七
の
個
人
は
. 一
0
の
精
祌
的
共
同
.態
一
般
の

 

一
W

ど
し
て
の
み
考
へ
#,
ら

る

、
。
故

に

フ

ィ

ヒ

テ

も

次

.の
如 

ぐ
承
ゆ
-1
:
居
る
。『

若
^
個

人

が
_
分
は
£
1
1分
_
ら
*

&
し
、"
生
活
じ
、.
忠
_

じ
、
且
0

«
き
#

る
ど
想
像
：し/2
^
\
、

又̂

分
ば
^

分
で
あ
公
、

一
&

の
入
格
.
で
f

、
-

H

分
の
.
思
惟
を
见
惟
す
る
所
の
.者
で
お
る
^
僧
ず
る
な
ら
ば
、

を
れ 

こ
そ
偉
太
#

6.

誤
謬
で
あ
^

、掘
ヴ
周
時
代
を
支
航
す
る
他
，の̂

ゆ
ざ
_

 

_

の
眞
_
.の
*

元
で
あ
る
、何
故
か
な
れ
ば
、
'

.
個

人

は

蓋

し.1
づ
'
の
#

遍

的

、

必

'
然

的

见

惟

の

內

の

T

つ.
ど
し
て
m

心.惟
せ
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
^

か
ら
で
あ
る
；J

S

て

其

内
‘( 1

被
フ
ィ
ヒ
テ
の
觀
識
論
の
犯
#

的
性
«

が
恐
>
15
'

く
最
も
適
.

切
に
«

め
.

ら
れ
1 :
^

气

『

個
1 4
0

^
念
ば
叫 

か
^

ー
っ
の
相
關
溉
念
で
ぁ
る
、
換
言
す
れ
ば
他

^ 0

见
«

む
0 0

,

# 0
^ 0
^ 0

む
§

^ 0
# 0
^ °

|

:
& 0
^ 0

、1 |
.

っ
同
一
の
)|
1

心
惟
、

m

R

tし
く 
一
 K

.

へ
ぼ
.、
:t
f
ハ
の
形
式
よ
6
し
て
同
ー
な
る
.|1
|
心
惟
.
^
.侬
つ
て
规
‘足
せ
ら
れ
て
©

る
所
の
概
念
で
あ
る
。
別 

餘
の
*

念
：は
：夫
が
他
の
人
の
恐
¥
^
_依
つ
_て
充
分
規
定
せ
ら
れ
た
る
限
6

^
於
て
の
，み

、

凡

ゆ

る

站

^
於

て

犯

池

的 

本
*

た
6
得
a
'の
.で

あ

る
o
從
つ
:̂
此
«
念
後
浓
し
で
1私
の
褒
明
で
は
ぼ
ぐ
.、寧
が
私
尙
身
‘の
炎
叫
，
あ
6
、
又
他
の
. 

人
.の
'表
明
に
從
つ
て
な
？
れ
た
私
の
表
明
で
も
あ
气
彼
の
褒
叨
で
あ
义
或
は
彼
の
で
あ
へ
私
の
で
あ
る
.タ
即
.ち 

J1
1

の
^

念
.は

論

：
常
に
如
何
な
る
，個
人
に
於
て
桃
成
せ

fノ
ご
に
せ
よ〕

.
共
同
的
^
念
で
あ
々
、夫
こ
^

て
よ
、
ニ
.つ
っ
念
^

^

一

^

 

^

 

5

.

^

.

..

.
: f

人
.の
^

在
^
.
.依
つ
.て
'
ー
緖̂

海
€
き
、
11
つ

相

互

に

結

付

い

て

居£
§
.

.

斯
く
.
.の
如
く
フ
ィ
ヒ
テ
^

於
て
は
、
寧
ろ
誤
» :

し
'

展
社
#

.
的
心
術(

G
e

s
i

g
g

g
〕

V
J

呼
ば
る
る
，̂
至
る
阳
f

j

 

A

人
.格
ど
か
は
今
や
、
正
^

.
彼

の
.«
1

:
會
的
認
識
.の
根
本
槪
念
.
ど
な
.る
。
.
何
收
か
な
.
.れ
ば
、佩
性
は
決
し
て
« :

俞
.
7し
の 

酔
立
_

■
«

殊
化
.

獨
自
的
斷
片
を
意
味
.
せ
.ず
し
て
、.
寧
ろ
ス
.

ィ
ヒ
テ
.
流
の
1
意
»

に
於
て
^ ;
|1
[

:
會
的
.活
.動
の
1|
]

造
カ
、
：本

な
.い
、
而
'し
，て

人

格

は

自

己

を

通

じ

て

社

會

的

.理
性
の
發
.展
が
.よ
6
早
く
完
成
せ
ら
る
、
が
故
.に
の
み
、
人
格
は
高
&

善
た
.：る
の
で
あ
る
。
.

フ
ィ
ヒ
テ
.の
眞
に
古
典
的
な
.定
義
，̂
從
ふ
，̂
ら
ば
.
"社
會
く
は『

现
性
的
本
質
の
相
互
，關
係』

8

で
.

あ

る

.
‘此
の
^
性
的
本
質
が
其
の
理
性
を
完
成
ず
れ
ば
ず
る
程
广
換
言
す
れ
ぼ
夫
が
人
格
及
び
個
性
に
於
七
刹
逄
せ 

ら
れ
、
ば
せ
ら
5

程
、
.益

-
彼
等
の
共
同
，生
，©
は完成し
、又益：

の關係
は

‘障
f

し
て
認
め
ら
れ
、
其

第
二
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笫
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八
四
:'

め
，關
係
ぱ
眞
の
理
性
國
家
の
形
態
^
近
づ
く
。

.
,
:
.其
故
ダ
ィ
：七
，ズ
吵
迦
懸
學
、
膝
ち
認
讓
吻
勝
龠
的
«

質

疆

' #

的
國
象
：0
實
親
括
向
：ふ
彼
の
政
治
的
黏
_
努 

明
«
に
裔
識
せ
し
め
る
メ

彼

の
霧
哲
學
S

論
、詳
言
ず
.
れ
ば
凡
ゆ
.
る
“
個
別
的
自
我
の
徹
畠
吣
M

合
、
康
跑
る
：個
.：別 

g

自
我
が
.斯
る
結
合
：̂
し
て
の
糈
舯
生
活
の
法
則
、即
ち
純
粹
现
性
^

沒
入
す
る
ど
云
ふ
，結
論
は
、兑
等
多
數
の
個
別 

的i
E

我

.© .

坐
活
を
.ば
彼
等
の
本
元
的
现
性
的
緒
合
V

J
事
« •

意
識
的
，に
反
映
す
る
所
.
の
‘
理
.性
.國
家
：R

迄
完
成
ぜ
んV

J

す 

る
彼
の
见
想
を
厳
咬
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
其
故
フ
ィ
ヒ
テ
^

於
て
は
社
會
的
國
家
は
ユ
I

ト
ビ
ァ
以
上
の
も
の
で 

l

.

i

.
つ
又
決
し
て
、取
^

斯
る
.
も
のV

J

し
て
考
ふ
る
事
を
許
さ
な
い
。.
.即
ち
«

.
別
吣
自
我
が
精
舯
生
活
.の
發
腿
過 

程
^

結果ずして、純ど
一
致
す
る

*

は
同
時
^

现
.性
.國
家
■、即
ち
®

會
收
i

の
®
現
を
意
味
ず
る
か
ら
で 

あ
る
々
®

人
_

如
何
^

し
て
か
の
ス
ィ
ヒ
テ
(7
)
,
有
名
な
歷
史
哲
學
、
即
ち
歴
史
を
人
類
の
，：m
tf
i

へ
の
發
»
な
々
ビ
考 

へ
、且
づ
人
類
の
1

(

本
元
的)

1

1

_

の)

結
合
が
ら
自
'鸷
^

史
钽
學
は
娘
竟
彼
办
流
前
的
.现
«

法
則
に
關
ず
る
现
論
的
站
礎
の
歸
結
た
る
^

外
な
ら
ぬ
事
が
覺
.る
。
此
の
活
動
的 

现
性
法
則
が
凡
ゆ
る
個
別
的
_

我
を
1柳
成
し
て
居
.る
か
ら
し
て
、
彼
等
«
,別
的
自
我
の
活
動
の
所
產
た
る
M
UI
.
V
J锬 

'縣
せ
し
む
.る
も
の
は
姐
.

此̂
.の
活
爾
的
理
性
法
則
：で
あ
る
。
然
し
乍
ら
個
別
的
^
1我
は
最
初
か
ら
他
の
由
我
<1
-
の
活 

■
的
典
同
態
0

内
_

磺
か
れ
セ
居
る
が
ら
し
^
、
其
.の
共
.同
態
の
内
或
は
兆
ど
共
に
の
み
個
'別
的
向
我
は
被
の
珊
性 

_

卧
的
ぉ
實
魄
し
#

る
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ハ
故
個
別
的
卬
我
は
出
か
ら
被
腺
じ
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ん
が
爲
に
は
、
共
冏
態
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
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從
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て
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し
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フ
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著
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あ
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せ
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識
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ふ
槪
念
は
フ
ィ
ヒ
テ
に
於
て
は
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少
形
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學
的
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甯
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«

別
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ー
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す
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，純
粹
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繼
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じ

て
«

は
含
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純
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す
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無
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«
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葸
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條
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へ
I

グ
ル
も
亦
フ
ィ
ヒ
^

^
等
し
く
外
»

的
カ
ン
ト
の
ニ
元
論
を
克
服
.

せ
，ん
ヾ」

し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
il
l
心
惟
.、ヒ
實 

在
の
*

立
の
克
：服

を

彼

は

絕

對

糈

神

：

(

或
&

客
獅
的
、
世
界
精
神

)

R

見
出
し
た
の
.

で
あ
る
。
絕
對
精
神
は
见
惟
で 

あ
る
セ
典
^

&

惟
.

の
對
照
炻
る
實
在
を
其
自
ら
造
々
出
ず
の
で
あ
る
。
然
し
絕
對
精
神
は
*

向
か
ら
の
內
的
、
必
然 

的
：法
則
^

依
-

V、
：

其

自

：か
ら
發
屎
し
：、
.

其
の
#

®

が
世
界
史
を
桃
成
す
る
め
で
あ
る
。
而
し
て
共
の
發
換
の
法
則
が 

正
、
„

反
、
合
を
.通
じ
て
の
辯
證
法
的
發
殷
な
る
事
は

将
.
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搞
念
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M
y
v
の
命
く 
‘へI

ゲ
ル
の
®

學
は
®

る
形
而
士
學
的
色
彩
に
富
ん
で
屈
る
。
然
し
®

る
故
を
以
て
、

へ
ー
ゲ
ル
の 

«

學

轉

今

日

：

i

も

の

：
^

否
定
せ
ん
か
、
斯
.る
所
爲
k

出
ず
る
者
は
最
.早
：マ
ル
ク
ス
が
へ
ー
ゲ
ル
哲
學
め
核
心 

士
受
け
ス
れ
、'.
.
,以
て
今
日
»-
[
*
會
«

學
の
方
'法
論
袖
共
猶
V

J

#
立
す
石
K

至
つ
‘
た
過
^

を
#

識
す
る
J:
'

' #

ざ
る
R

萆
る 

の
で
.あ
名
9

然
4 :

ば
マ
,

ク
ス
ば
如
锕
な
る
®

V

. X
I

ゲ

:y

哲
學
の
眞
，
• «
!

ビ
し
て
受
入
れ
.た
か
ヾ」

承
ふ

R

、
ァ
ド
ラ 

丨
i c

從
へ
ば
大
體
次
の
四
點
で
あ
.
る
。
5

:

第
>

ー.
化
マ
ル
ク
ス
を
し
て
社
畲
科
學
.に
.自
然
科
學
$

等

し

き

方

法

論

上

.
の 

嚴
格
性
を
附
與
す
る
^

至
ら
し
め
た『

社
會
化
せ
る
人
間』

(
v
e
r
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
e
t
e

 

M
e
n
s
c
h
h
e
i
t〕

は
彼
が
へ
I

ゲ
ル 

の
絕
對
精
神
.
の
核
心
，
眞
理V

T
U

で
見
出
た
所
0

も
の
で
あ
.
&

、
第
一
ー
に
彼
を
し
て
社
會
法
則
を
因
來
律
的
^

_

 

礴
付
け
5 ,

事
を
# :

る
^ ;

至

る

ば

至̂:
じ

め

れ
 

の
形
式
S

內
容
の
矛
盾——

其
の
«

史
的
形
態
は
階
級
_

_
 

#

——

は
彼
が
へ
ー
ゲ
ゲ
の
#
界
糈
神
の
矛
;it
を
M
じ
て
の
發
M

過
程
の
核
心
ビ
し
て
見
出
し
た
所
の
も
の
で
あ
々
、
 

第
三
に
へ
ー
ゲ
ル
に
於
て
は
«

»

糈
#

の
_

©

&

吣
#

展
.は
因
果
徘
た
る
ヾ」

共
^

、共
の
^

^

因
的
追
求
、即
ち
问
的 

論
が
內
在
し
て
思
る
事
を
マ
ル
ク
ス
は
人
間
のH

U

的
設
定
活
動
を
通
じ
て
.
現
は
る
、
阁
果
排V

J

し
て
*

は
^

れ
、

0
 

四
に
へ
ー
ゲ
ル
^

於
け
る
思
惟
匕
實
在
の
同
ー
性
は
マ
，
ク
ス
に
於
て
は
經
濟
關
係
の
物
的
外
皮
を
人
問
關
係
從
つ 

て
精
®

關
係
ビ
し
で
指
摘
し
たS

で
あ
る
。
是
等
兩
者
の
包
括
的
關
係
の
詳
述
は
他
m

R

譲
り
、此
處
R

於
て
は
本
論 

文
の
目
的
に
從
'0
,て
、
«:
&

へ：-
ゲ
^
の
絕
對
精
_

は
其
核
心
に
於
て
人
問
の
*
會
化
せ
る
意
識—

:|
-
1
:
ハ
に
侬
つ
て 

凡

て

の

人

間

の

結

合

、
社

命

贫

般

；の
成
立

」

が

可

能

冻

ち

し

め

ら

る'、
某
«

l

l

k

.
外
な
ら
ぬ
事
を
檢
討
し
て
A

や
ぅ
。

蓋

し

、
へ，
丨

ゲ

ダ̂
於

で

ば
0
然
及
び
.人
，類
，は

絕

對

精#

の
現
象
形
態
た
.
i
.
る
R
過
ぎ
ぬ
.。
而
し
て
、
絕
對
精
神
の
Si 

象
形
態
农
る
人
間
が
等
し
く
其
の
現
.象
，形
態
だ.る
，M
然V

J

興
る
所
は『

彼
‘が

'l
i
t界
法
則
の
終
屌
點
で
あ
り
、其
の
點
に

於

：て.
：世

界

法

則' «

构
己
意
識
、卯ち

-:：
H
.

己
の
法
則
の
認
識
^

到
達
す
る』

の
マ」

云
ふ
報
で
あ
る
"『

此
の
來
は
次
の
事
を 

意
味
す
る
0

人
問
は
苑
然
も
1|
]

:

界

现

象

，の

他

の

凡

ゅ

る

现

象
'(
£

:

等
し
く
、
報
货
法
則
に
從
は
し
め
ら
れ
て
尻
尺
。
然 

し
乍
ら
、
同
時
：览

0

法
則
^

從

：は

し

め

：
ら

れ

て

®

る
事
の
觀
袼
者
で
あ
つ
た
。
人
間
は
從
來
此
の
世
界
法
則
の
不
可 

抗
牲
^

.

侬
つ
て
動
が
さ
や
て
來
た
が
、
然
し
窮
_

ド
於
て
彼
が
其
.

の
法
則
を
盘
識
し
て
從
ふ
事
^

依
つ
て
、
其
の
独 

则
.

の
指
#

考
7」

な

る
: £

ハ
故
人
間
は
ァ
f

キ
メ
”

デ
ス
：が
*

界
を
動
か
す
可
合
期
と
し
.
て
求
め
た
乃
の
も
の
：で
.

あ
つ
た
. 

即
ち
其
の
點
^

於
て
法
.
則
^

從
ふ
7」

云
ふ
都
ど
其
の
|

|
; »

ビ
が
一
致
し
、
斯
く
し
て
法
1(
|

]

^

從
ふ
*

は
結
：̂
2

:
11
|

^

 

移
6

變
ヶ
得
た
の
で
あ
る
_

。』

.

8

斯
く
の
如
く
人
|/
-
{
]
は
絕
»

«

#

の
現
象
形
態
た
る
^

も
拘
ら
ず
、
其
の
法
則
を
葸
識 

す

：る
事
に
：依
ぅ
、

窗
目
.
的
#

然
ょ
4

意
識
的
技
甚
の
：必

然

啟

衡

ふ

事

«

依
>

者

歯
^

至
_

_

_

彼
の
；所_

麵
唑
國
家
を
建
設
す
る
^
至
る
の
で
あ
る
。然
し
乍
ら
、
凡
て
の
人
間
は
旣
R
等
し
く
絕
對
精
神
の
現
象
形
態
た
る
の 

故
を
’以
て
、
彼
等
が
夫
を
葸
識
せ
ざ
る
以
前
^
於
て
，、先
驗
的
に
典
同
の
精
神
を
、換
言
す
れ
'
.ば

社

僉

化

せ

.る
愈
識
を 

有
す
る
名
の
で
あ
り
、
從
つ
て
必
然
的
に
糈
神
的
共
同
態
を
.梢
成
す
る
の
.で
あ
る
。
故
に
彼
等
が
其
を
意
識
し
义
琊 

性
國
家
を
鈕
說
せ
ざ
る
双
前
、.
即
ち
彼
の
所
謂『

市
民
的
ft
會
、
成
は
原
子
化
'せ
.
.る
社
龠』

‘ (btirgerli.ehen 

O
d
e
r
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s
i
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r
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f
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R
於
て
^

へ
、
彼
等
人
間
は
自
己
の
意
識
内
.
於̂
て
は
昀
妇
的
.
0

 ̂

sich} 

HIL

的
の 

爲
妃
活
動
せ
る
化
拘
ら
ず
、
本
質
^
於
て
先
驗
的
^
社
會
化
，せ
る
人
問
意
識
の
發
现
な
る
が
故
^
社
會
的
活
動
で
あ 

气
共
の
活
動
を
通
じ
て
各
個
人
竑
必
然
的
^
結
合
し
な
け
れ
ば
汶
ら
ぬ
。
斯
く
.の
如
く
市
民
的
社
會
の
本
質
.を
成 

す
も
の
は
原
子
化
せ
る
姻
人
に
非
ず
し
て
、
先
驗
的
、̂
«1
:

#
化
せ
る
人
問
意
.識
碎
侬
る
.各
«
人

：の
結
合
の
必
然
性
で 

.あ
る
。
此
の
問
題
を
31
^
詳
述
す
る
^
先
，立
づ
.て
少
し
く
‘
.へ
\

ゲ
ル
.の
、社
#
,ハ
國
家
槪
念
の
研
究
を
試
み
る
。
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•ゲ
ル
の
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*

會
槪
念
?:

充
分
理
解
し
、-
.且
つ
夫
が
-
國
家
.槪
念
.
、?1
-

の
對
立
が
如
何
に
可
能
で
あ
々
、
不；2
な
必 

然
的
で
あ
つ
た
か
を
珊
解
せ
ん
が
潙
代
は
、
實

は

從

來

多

く

の

場

言

？

重
.
.

せ
ら
れV

®

つ
.

た
次
の
事
，益
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1

£
け
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け
れ
ば
な
ら
ぬ
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W

ち
へ
I

ゲ
ル
^

於
け
る
社
兪
槪
念
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今
ロ
齊
人
が
紙
兪
ビ
云
ふ
言
葉
^
結
付
く
る 

社
#

生
活
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〗

般
の
普
遍
的
槪
.念
で
は
な
く
、
寧
ろ
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市
民
的
.社
#
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の
槪
念
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で
あ
る
。
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へ
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於
て
は
t

t
俞
姊

身
j

し

て
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1
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つ
の
歷
见
讯
Ml
#

概
念
を
取
扱
ふ
の
で
.
あ
る
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彼
は
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會
の
本
質

V」

し
て
自
由
R
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達
せ
る
經
濟
卜
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の
利
己
主
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、
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濟
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及
び
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於
て
此
の
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會
的
原
子
論
の
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ふ
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に
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的
動
物
界』
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て
ふ
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る
顯
著
な
表
明
? :

與
へ
た
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何
故
か
な
れ
ば
、
共
の
糾 

織
^

淤

て
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動

_

ど

等

し

く

«

ら
自
己
を
の
み
考
ふ
; ^
«

在
：の
：衝
動
.
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.
即
务
内
向
_
證
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故
で
あ
る
。
其

故
ズ G

r
u

n
d

l
i

n
i

e
n

 

d
e
l
.

 

p
h

i
i

o
s

o
p

h
i

e

 

.
d
e
s

 

R
e

c

 h
t
s

 

"
(
1
8
2
1
.〕

馆
.一
\
ニ 
節
の
独
.こ
次 

の
如
く
云
0

て
居
る「『

市
民
的
社
會
は
假
令
へ
其
の
完
成
が
國
家
の
完
成
€

し
て
現
は
れ
る
ど
雖
も
、
家
族
S

國
家 

、、

」

ビ

, ^
^

自
れ
る
^

遙
で
あ
る
、
何
故
か
な
れ
ば
差
違
，̂
し
て
の
祉
會
は
_

家
を
前
提
7」

し
、.
換
言
す
れ
ば
市
段
的 

«

會
が
: #

在
す
可
さ
が
爲
に
は
、
國
家
を
獨
立
.
欢
も
の
ど
し
て
前
提
し
な
け
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
K

k

げ
战
的■ 

祖
#

の
命
造
は
近
代
の
祖
界
^

屬
す
の
で
ぁ
っ
て
、近
炎
の
服
界
.は
此
の
£

市
認
社
會
荟
ふ)

a

念
S

、狻
S

の
全

條
伸
其
の
權
利
を
與
：へ；な
の
で
あ
る
0』

的
.

.

.
其
故
へ
：丨
ゲ
w

k

於
，

H

は
國
家
R

對
立
し
て
現
ざ
、
も
の
'
は
社
會
一
般
で
は
5
 
く
、
寧
ろ
市
民
的
社
俞
で
あ
ク
、
 

彼
は
.
此
の
市
民
的
®

#

を

客

観

：的

精

神

が

.『

客
觀
的
道
德』

' (
s
i
t
t
l

o'h
k

e
c

て
ふ
最
高
.
の
形
態
、
即
ち
_

家
へ
の
锻 

連
の
-

,

發
展
階
段
ミ
し
.
て
考
察
も
た
。：
其
の
：場
合
、
市
民
的
»1
:
會
は
其
自
體
.客
«
的
道
德
の
否
定
を
意
哝
す
る
發
殷 

階
段
で
あ
る
。
.
蒂

太

は

此

處

技

へ

，
丨
：
ゲ
；
ル

の

I E

、
反
、合
の
發
展
形
式
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
即
ち
其
は
決
し
て
稃
度 

上
の
、換
言
す
れ
ば
：、先
の
階
段
ょ
：か
後
の
：階
段
の
方
が
.ょ
.
ぅ
客
觀
的
遒
德
R

近
い
€■
沄
ぷ
意
味
^
於
け
る
發
股
傾
旳 

を
意
味
^

る
本
の
：で
は
な
い
o

其
故
.へ
ー
ゲ
ダ
は
社
.會
を
客
觀
的
糈
.神
の
現
象
<1
'

し
て
、
s x
k

詳
し
く
云
へ
ば
^

族 

6

國
家
k

の

間

の

客

觀

的

道

：德
の
第
プ
ー
ね
形
：或

ビ

し

て

取

扱

.
つ
.
て
®

る
く
は
云
へ
、
決
し
て
.
共
ば
客
«

的
m

徳
の
中 

間
：の
_

_

で
は「

な
^

。
寧
ろ
«

會

は

：
へ
ー
名
ル
：

^

從
へ
.
ば
家
族
に
於
て
は
、
即
‘ち
箾
_
1
の
階
段
^

於
て
：
は

猶

ほ

如
_
 

せ
：ら

れ

ざ

る
.も
、
!©
:

接
_

れ
來
つ
た
 ̂

で
あ
る
。
何
故
か
な
れ
ば
、
家
族 

_

_

體
を

1；

つ
の
糖
.

一、
v

し
て
感
■

る
、
即
ち
其
の
.
統

.1..

は
個
々
の
個
性
を
此
の
統
一
の 

一W

ど
し
て
意
識
せ
し 

め
、
'
且
.
つ
愛
を
以
て
彼
_

 

行
從
の
■動
機
の
元W

な
る
尊
思
.贺
惯)

た
.
ら
し
む
る
か
ら
で
あ
る
。S

之
^

反

し
で
、.取
民
的
靡
兪
ば
1[
*

_味
.の

棘

ー

の

分

離

、
其

め

猶

屢

の
M
著

化
&
意

味

：し

、

「

即
：塞

段

的
«:
會

は

斯

：る-
.統
.：
 
一.:
e> 

養

を

ば

称

卸

的

：

H

存

荏

し

、
：
>

「

1

9

_己
：を
^
み

思
«
ず
る
«

^

作̂

秦

、
：：而

し̂

«
る
：個
_

早
愛
*
.は
摩
ぐ
、
.'
寧
.ろ
自
己
.追
求
、
利
己
で
あ
る
.。

へ
ー
.ゲ
.\

の
，有

各

な

言

葉

に
.從
へ
.ば
.、_社
會
は『

欲
邈
の
組
織』

.
 

(
-
s
y
s
t
e
m

 

d
e
r

rvBedtirfnfsse〕
VJ,

な<
s
、

且
つ
此
の
...組
織
：は
客
«

的
遒
德
の
組
織
ど
.の
對
立
を
意
味
す
る
、
而
し
.て
.
 

斯
；る
：馨
«

的
遺
德
の
組
織
，̂
し
て
の
國
家
は
家
族
ど
市
民
的
社
食
の
，.

『

綜
.合』

(

5
7
1
1
1±^
5ヾ

」

考
へ
る
可
き
で
あ
る
。

第
.

1:

平V

-—
-.
卷
.：

(

九
六
三)

獨
、逸
古
典
赀
學
ょ
り
マ
ル
ク
ス
.に
茧
る
-間
.の
社
會
胺
念
の
發
展

 

節
七
跛 

八
九
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杈
ょ=

^
ル
ク
ス|1
車
る
問
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社
.脅
繁
の
發
展
 

第
七
.俄
 

九
〇

然

し
.乍

ら

/

r

ゲ

グ

に

於

け
.
る

.

國

家

$

社

會

$

は

同
.

1

平

而
.
上

化

於

け

る

、對

立

で

は

な

い

。

何

故

’か

な

れ

ば

前

者

は
 

-

普

遍

的

に

存

在

す

る

本

質

.的

な

客

«

的

道

徳

の

意

識

.
形

態

で
.
あ

々

、
從

つ

て

關

家

は

潜

£

に

普

遍

的

存

在

で

あ

6

、 

唯

各

人

が

共

の

客

觀

的

遒

徳

を

意

識

す

る

時

^

於

て

純

粹

な

形

^

於

て

現

る

、

も

、

後

者

は

取

に

過

度

的

の

も

の

で
 

t

、

，客

雛

的

精
®

.

の
.
發

服

の
.
歷

史

上

の

或

る

點

た

る
.

代

過

ぎ

ぬ

？

其

故

市

民

的

社

龠

に

於

ィ

8

«

1

#

の

麗
 

念

は

純

粹

.な

形

^

於

て
.

现

は

れ

ず

し

て

、
分

離

し

て
.
居

る
.
。
、

£

3
^

1
0
兄

&

%

の

三

百

ニ

十

三

節

^

於

て

、

次

の

如
 

く

云

ば

れ

て

培

各

。

r

精

神

く

し

て

，の
.
.

K
體

2

.

咎

舰

的

犄

神

或

は

痕

徳
>

.

は

多

數

の

人
.
格

(

家

族

も

一

つ

の

人

格

に

す

ぎ
 

ぬ
.

)

、
換

言

す

れ

ば

家

族

或

は

個

.
々

の

特

殊

な

人

格

、
即

ち

獨

立

的

：m

z
F I
:

i

め

内

^

亦

し

广

叫

由

的
^

特

殊

な

も

の

S

し

て
 

*

す

る

人

格

は

於

て

、
先

.
づ

抽

象

的

k

共

の
#

觀

的
*

德

的

规

定

を

失

ふ

、
何

故

が

な

，れ

ば

斯

る
.
も

の

^

し

て

の

避

等
 

人

格

は

絕

»

的

統

：

f

を

意

a

姥

受
t

v

h

.

寧

ろ

彼
.
等

自

身

の
#

殊

性

竝

^

彼

等

の

[»
.

]

自

的

存

^

を

の

み

意

識

し

、

且 

つ
■

的

ビ

す

5 :

が

ら

で

あ
'
る「

。——

夫

は
.
原

子

論

の

組

織

で

あ

る

。』

同

様
.^ ."

R
c

c
h

t
s

p
h

i
l

o
s

o
p

m
e

.
"

.
瓦

十

阁

節

の
 

課

は「
『

客

概

的

道

徳

な

る

も

の

は

.
此

處

^

於

て

は

極

端

^

失

は

れ

て

^

る』

<£
•

*

か

れ

て居
る
。

.

以
, [
,

が

へ

ー

：ゲ

ル

の

國

象

及

翁

紙
#

^
<
の̂
大
耍
'であ
る
が
、
S

て
今
度
は
木
來
の
1/
1

1

題
^
立

歸

.つ
て
、
斯
く
も 

原
午
化
せ
る
市
民
的
社
#

の
丙

部

は

於

て

、
，
何

敏

代«
_

自
$

_

の
；み
；活
動
^
る

.#
«

人

ば

相

互

紀

結

合

し

ク

共

：
 

處
は
市
民
的
肺
會
を
桃
成
す
る
事
を
得
る
か
、
換
言
す
れ
ば
市
民
的
Mi
:
#
內
部
化
於
け
る
人
問
の
結
合
一
般
を
可
能 

な
ら
じ
む
る
耍
因
は
何
で
あ
る
か
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
^̂
ぬ
。
旣
R
述
べ
た
.る
が
如
く
、
彼
^
於
て
は
市
民
的
«1
: 

食

は

完

成

せ

ら

れた
る
客
舰
的
遨
徳
.、
即
‘ち
_
家
べ
の
一
.階
段
，た
る
^
過
ぎ
ぬ
.。
而し

て

へ
ー
ゲ
：ル
が
屢
々
繰
返
べ
し 

て
カ
說
し
た
所
^
從
ふ
な
ら
ば
、個
人
の
.自
己
追
求
的
原
子
論
ば
本
質
^
於
て
個
人
が
肖
か
ら
布
す
る
ご
共
に
、他
の
.

個
入
を
持
た
し
む
る
.
所
の
誤
れ
る
意
識
、
外
觀
-/
2

る
'に
過
ぎ
ぬ
ビ
.沄
ふ
事
位
此
の
社
會
ビ
國
家
ビ
の
雁
史
的
關 

係
を
明
瞭
な
ち
し
ひ
る
。
個
人
は
-
:

h
i

己
を
特
殊
な
も
の
、-
全
く
-
:
!
1
1
己
の
上
^

立
つ
も
の
.
<£
.
考
.
.へ，る
7」

雖
も
、
個
人
は 

精S

的
■

職
、
客
觀
的
精
神
の
ー
成
员
た
る
事
を
排
止
し
な
か
つ
た
。
個
人
は
客
觀
的
精
神
ど
云
ふ
統
.一
.
か

ら

逝

れ 

去
名
»

は
出
來
：な
い
、
彼
は
取
に
其
を
認
識
せ
ず
、
又
否
定
し
得
る
化
過
ぎ
な
い
。；
其
故
向
自
的
に
の
み
存
在
せ
ん 

S

1.
S
.
,個
性
の
個
人
的
活
動
以
外
の
も
の
は
®

在
、/

」

.
し
て
考
ぺ
'
ま

S

ビ
す
る
個
性
を
取
极
0

て
®

る

：p
h

pin
o
m
e
-

 

n
o
I
5
g
i
e
:

中
の
一
章
は
旣
R

次
の
様
な
特
殊
な
表
題
が
附
3

れ
て
M

る
。
.
即
ち『

精
刺
的
動
物
界
ビ
欺
«
或
は
事
實 

其
も
-
の̂
:
.(

0

以3 

g
e
r
s

d-.
g
e

H
i
e
r
r
e
o'
h ,

u
n
d

 

d
e
r
w
e
t
r
u
g
:
: O

d
e
r

 

:
_
d
i
'o
.!
. 

s
a
c
h
e
、
s
e
l
b
s
t
)

で
あ
5 '
>0

即

ち

各

個

人

は

自

.己 

に
*

じ
て
の
み
、
或
は
向
己
の
爲
^

作
つ
た
物
^

對
し
て
の
み
仕
へ
ん
ど
考
へ
、
且
つ
斯
く
僞
る
も
、
事
實
彼
等
は 

他
の
；佩
太
、：
即
ち
他
の
個
人
の
肯
定
的
竑
は
不2

定
紙
態
度
ビ
の
關
係
に
於
て
の
み
行
爲
を
な
す
事
が
可
能
な
る
•が
爲 

忙
、”
凡

ゆ

る

彼

等

の

，意

欲

，の

.
實
現
ぼ.

r

彼
の
も
'の
を
.普
遍
^

喪

素

ドf

事
に
依
つ
. X

の
み
達
成
せ
ら
‘る
、
事
，を
示 

さ
ね
ぱ
^

ら
^

つ
即
知
斯
ぐ
し
て
彼
の
も
の
は
凡
て
の
人
の
も
の
ど
な
A

、

且

つ

な

ら

ね

，ば

な

ら

ぬ

。

』
£

個
人
は
« | 

舊

孤

：棄
‘

も
のV

J

し
て
僞
ぅ
、
且
つ
相
互
に
，斯
る
も
の
ビ
し
て
•
考
へ
る
も
、
結
周
彼
等
の
行
動
の
凡
ゆ
..る
要
素 

H

於
で
い
其
0

^

.
動
に
就
て
の
*

等
の
'、共
，同

の

判

，斷

把

依

々

、
又

彼

等

の

是

認

、

否

.認
に
侬
气
.
彼
等
が
精
神
的
に
結 

付
い
て
：居
る
事
が
示
さ
れ
ぬ
ば
な
ら
g

‘。
而

：し

て

此

の

事

は

-

穸
&

t

s

p

‘
K

a

g

_

p

s:
e 

ノ
k

於

て

、

殊R

社

會

を

利

己 

主

義

の

隹

國

、

『

特

殊

性

の

領

域

』
〈

ぜ

ぼ

ョ

：

tde
s
o
n
d
e
r
h
e
i
t
)

ビ
名
附
け
て
思
石
筒
所
妃
於
て
^

べ
次
の
如
く
. 

頗
る
明
赕
^

誊
か
れ
で
啟
る
。『

然
し
今
や
特
殊
な
も
の
が
最
* |

に
佘
を
決
定
す
可
,

も
: 0

で
あ
る
ミ
沄
ふ
關
係
が
生 

ず
る
、.
從
落
觀
的
逍
德
の
规
定
は
止
揚
せ
ら
る
。

.

然
し
乍
ら
佘
は
本
來
共
R

l «

し
て
誤
解
し
て
^

る
の
で
あ
る
、

笫
一1

十

二

卷

(

九
六
五〕

猢
逸
古
典
哲
學
ょ
リ
マ
ル
ク
ス
|-
.茧
る
|
1の
社
'#
概
念
の
發
膜
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第
二
十11.

卷

(

九
六
六
.

)

獨
逸
内
典
贺
舉
ょ
り
マ
ル
ク
ス
！2
至
る
|{
0
の
社
脅
概
命
の
發
腾 

第

七

號

m

佣
故
か
攻
れ
驟
.
.佘
は
特
殊
^
%•
の
を
保
持
す
.る
ビ
信
ず
る
も
、
事

®
普
遍
及
び
結
合
の
必
然
性V

J

が
最
初
の
も
の 

で

あ

J:
I

.
o
:本
質
的
^

も
の
‘

v
j

し
て
止
^

る
、
從
つ
て
余
は一 .

般
化
外
觀
の
階
段
^

あ
る
.の

で

あ

つ

て

.
、
.
特

殊

欢
 

4
の
，
ヵ
.^
'̂
取
つ
て
：̂

^が
： .

の
^
.の
.
'則
ち
.！

111

的
ブ
レ
し

て

、
儿

ま

る
.も
、斯
く
す
る
ig
.
k
m
.
c
v

て
^

^
普
1
生.̂

.

±

へ
'る
.

の
，で
あ
^

、
脅

遍

性

.ば

本

來

余

^
.對
し
て
窮
極
の
力
を
有
ず
。』

‘

g

即
ち
7[
-
/民

的

社
.#
^
於
，て
ほ
、各
個

人
は
I

己
意
識 

ic
^

て
'
*
E
.i :
^

k

l
.
; 

ち
特
殊
.な
^

'の
.

^
し
.て
^

動
し
；て
&

.
る
ic
T
P
拘
ら
ず
' 

本

質

於

て

.被

等
は
等
し
4

客

®

的 

軸

則

の

現

象

形
®

F

あ
々
、
從
つ
て
彼
等
の
意
識
ば
先
驗
的
に
社
會
化
せ
る
が
故
k

、
彼
等
の
行
動
は
社
#
化
せ
る 

も
の
で
め
み
，
普
遍
的
な
も
の
で
あ
6

、
且
つ
斯
る
普
遍
的
要
素w

し
て
の
み
彼
等
は
•
必
然
的
k

ff
i

s :

に
結
合
し
、

其
の
目
的
，
意
欲
を
實
現
す
る
を
得
る
0
で
あ
る
0
,
,斯
，く
^
-、て
人
間
結
合
.ー.般

を

可

能

.な

ら

し

む

る

窮

極

の
^
歟

、

即
ち
社
#

.

j

般
の
極
限
槪
念
た
る
社
會
化
せ
4

意
a

ば
今
やL

卜
.ダ\

R
於

け

る

絕
^
|
|
.
陳

、‘
客

觀
的

精

神

の

.核
心

で
數
る 

o
:
v 

”
，.へ,

- 

... 

,

:

.•;
:
.
:

今
迄
獨
^

古

典

哲

學
^
於
^
、社
：#
化
せ
る
意
^

の
«

念
が
如
何
^
發

展

れ

た
か

を

論

じ

來

つた
。
而
(>
で
其
の
.

大
喪
を一

言
に
し
せ
云
ば
：ん̂

す
れ
ば
次
0

如
<
>
愁
あ
谷
。『
先
驗
的
{<
:

« 1
:

會
的
な
%.

の
.VJ

し
て
の
社
へ 
1
2化
せ
厶
意
贊

の
溉
念
は
ヵ
ン
ト
、
ス
ィ
ヒ
ー
ス
、.
へ
ー
ゲ
ぶ
に
於
け
る
認
識
批
判
の
本
來
の
意
義
た
る
^

過
ぎ
ぬ
。
ヵ
ン
ト

k

於
け

る

意

雙
.般
の
溉
念
、
フ
ィ
：ヒ
7;
.
£於
げ
各
絕
對
我
、

へ.一
ゲ
ル
^
於
け
'る
.客
«
的
精
帅
は」

紀
影
^°
:(
:
1
:
0
^ 0
«°
^
<% 0
肥
 

如
如
^

s
^o
to
*J
c
a0
:0
、
^
ヤ

vo
jo
-
xo
:0
。

，
。9
:0
O
J-
O

0

0

0

0

0

o 

? 

o 

V
0/
0

0
0:

象
樣1H

ナ

z 

k唞
ら
贫
：
起
很
人
が
例
鐵
を
有
す
る
^

^
豳
す
厶
異
な
れ
る
表
叻
た
る
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
つ
て
、
此

の
意
識
.：の

超

個

人

的

性

質

は

力

ン

ト

ほ

於

て

：は

1
1
1
1
的
の
王
阈
ど
し
て
、フ
ィ
ヒ
テ

‘
^
於
て
は
;!
|
!坐
.の
王
翊
ビ
し
て
、
へ

=]
:
:ゲ
が
化
於
.：*
は
：絕
對
精
神
：の
發
展
^
じ
贫
、
.-
結
局
1

は
精
_
的

；
存

在

及

：
.び

作

 

•

表
明
す
‘

る
^

過
ぎ
ぬ
。
’

.而
し
て
凡
て
の
批
判
哲
學
の
衛
大
な
瓜
想
は
‘

假
令
へ
個
人
を
以
て
取
な
る
意
識
一
般
の
形
.式 

以
.

上
の
も
の
^ -

意
味
ず
可
さ
で
あ
：
に
せ
ょ
、
後
^

コ
ゾ
ト
が
全
く
興
つ
た
觀
念
ょ
ゲ
出
賤
し
て
、

一
つ
の
虛
桃
な 

办
年
せ
^ :

此

が

個

人

を

ば.■一
 

つ
の
欺_

な
.
ぅ
^

啡

掛

く
- 5

»
{<
:

於

て

一

致

し

，
て

居

る

。

，：：：

已
V

J

本
質
な

4
V

J

考
ふ
る 

個
人
ば
力
v

l-
i

k v

於
て
は
现
：性
-

の
*

爾
で
お
办
、
フ
-

ヒ
テ
^

於
て
は
無
批
判
的
偏
見
で
あ
ぅ
"

へ
1

ゲ
ル
^
於
て 

ぼ
.
雛
瞞
；^

あ
る
虎
其
故
批
判
哲
學
の
出
發
»

は
事
赏
個
人
な
る
も
、.
.：其
の
中
4

«

は
兹
_

で
あ
6

、
且
つ
此
の
意
識 

は
欺
ら
個
尤
の
内
^

&

る

、
« '
« ;

晚
^

« !
:

«

化
せ
る
過
程
マ」

し
て
認
識
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
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火
ド
ゥ
并
’ヒ
•
フ
ォ
イ
.チ
ル
ヅ
ッ
’ノ
^
於
て
初
め
て
社
會
化
せ
る
意
識
の
槪
念
は
其
の
.經
»
的

某

礎

付

.け
を
見
出
し
た 

の
，.で
あ
る
。『

彼
淡
興
の
槪
念
釔
.一
方
；̂
於
て
從
來
フ
ィ
ヒ
テ

•、殊
に
へ
ー
ゲ
ル
を
通
じ
て
、
夫
が
保
持
し
て
居
た
過
度

策
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の
形
而
上
學
的
研
究
ょ
4

解
放
す
る
ヾ」

共
に
、

)

.他
方
彼
は
夫
を
事
實
ヵ
ン
ト
の
純
棘

®
識
批
判
的
把
振

I
へ
ず
し 

て

紙

，ろ
彼
.
は
其
の
心
别
學
的
、
經
驗
的
適
用
^

突
さ
；進
.
み
、
而
し
.
て•
批
判
®

學

の

眞

现

は

人

問

の

：種

厕

性

の

：
究

狀

. 

に
あ
4

道
破
し
た
。』

S
『

N

f

 

ニ
ノ
は
觀
念
の
王

M
、

就
中
囊
忐
觀
念
の
福
を
人
則
の
精
神
生
®
 

0

,

f
 ̂

§

^

到
法
|(
1

の
.
所
.淹
_な
6

'^
,指
摘
す
る
事
^

依
つ
て
、
彼
^

は

觀

念

の

王

國

，の

核

心

ど

し

て

人

間

の

«

«

的 

本

質

がU

.

ら
S

‘。.
此
.
の
S

の
本
質
、
S

流

出

集

仰
f

 

.人
は
神
の
f

 V」

し
、

悪
家
は
也
界 

置

の

支
*

£

て
«

く
可
さ
程
.、
且
つ
.大

膽

己

か

ら

引
* '

し
た
所
の
此
の
最
高
の
本

質

は

其
故
人
問
，I
- 

の
本
質
^

外
な
ら
.ざ
る
も
の
ぐ」
し
て
現
は
ざ
れ
た』

3

而
し
て
其
の
本
質
は
全
く
種
屬
的
な
、
* !
:

#

的
な
、
社
1 ^

化 

せ
み
本
®

で
あ
る
。
.而
し
て
マ
ォ
i

ベ
パ
ッ
ハ
の
立
場
は
既
S

の
ド
ク
ト
ル
論
文
.

『

理
性
の
統

一

性
、
普
遍
性

及
び
無
窮
性
^
就
い
，て
.

4

 

(

D
e ratione 

v
b
a

 
siversali 

in6
nita, 

1
8
2
8
.
)

に
於
て
.明
^

こ
發
每
せ
.ら
^

て
？
る
0 

不」

な
彼
は
此
の
.書

の

内

货

忑

か

k

■

的
.
s

s證

、
费

宗

敎

忐

證

の

心

羅

的

分

當

努

力

を

的

け

て

居

る.
ど
は〗

へ
、彼
は
.
力
ゾ

ト

の

純

粹

認

識

批

.判

の

先

驗

的

社

會

的

侧

而
を
‘
全
く
獨
立
に
、
且
づ
彼
肖
身
の
天
才
的

發

展

甘

し

は

丧

ヵ

ン

ト

の

>議

批

判

S

多

：
HI

然

繁

§

し
て
の
|

らV
.

又
我
々
の
社
畲
1
 

念
、.
從

つ

て

社

寡

S

批

判

的

馨

S

し
5

す

る

金

s

f

e

、

1つ
多
く
の
f

屢

甘

ら
'

ざ
.る

.«
傾
を
初
め
て
驭
體
的
^
表
明
し
た
も
のVJ#

做
す
可
き
で
.あ
る
9』

S:

即
ち
®
人
は
：

g

の
^

文
の
^

C
.火
.の
言 

葉
I

む
.。『

I

は
普
遍
的
な
、

共
通
I

活
？

あ
.る
。』

『

盎

は

| 0
§

:

8

て
常
遍
的
|

|

¥

.

は
凡
ゅ
る
個
人
の
間
に 
¥

1

、
fi
i
og o
&o
g

4

g
?°
し
て
止 
I

。
M o
l o

l
s

t

m

1:
0
の
人
§

で
&0
る
。』

0
.我
、
-個
人
は
斯
く
の
如
く
取
に
.意
識
.の
‘普
遍
胜
が
認
_

せ
ら
.る

、
形
式
.ど
な
る
。『

共
故
佘 

が
见
惟
す
る
時
、八
ホ
は
其
向
體
特
姊
な
る
一
個
の
人
格V

J

し
て
普
遍
な
の
で
’味
な
く
。
寧
ろ
明
が
，ド
何
等
の
制
»
も
、
 

例
外
も
な
く
普
遍
な
の
で
あ
る
。』

人
間
'の
絕
對
的
平
等
は
其
故
凡
て
座
に
歸
る
死
k
於
て
の
み
初
め
て
見
出
さ
れ
る 

め
で
は
な
ぐ
、
寧
ろ
旣
^
生
に
於
て
、『

页
に
詳
し
く
云
へ
ば
|1
(
心'惟
^
於
.て』

見
出
さ
れ
る
の
'で
あ
る
。
凡
ゆ
る
人
||
|
| 

の
内
代
存
す
る
同
ー
の
现
性
に
依
つ
て
、
凡
て
の
人
問
は
初
め
て
相
互
に
關
係
し
、
相
互
に
參
與
し
、
相
互
に
理
解 

す
る
事
を
得
る
の
.で
あ
る
。

■ 

...

斯
く
の
如
く
、彼
は
初
期
の
著
作
^
於
て
は
人
間
见
惟
の
統
‘
-
1的
^
し
て
、
11
.つ

犯

合

的

性

質

を

、
.'換

言

す

れ

ば

種 

顧

的

性

質

を

先

驗

的

な.、
-從
つ
て
.取
な
る
歷
见
的
心
现
的
に
非
ざ
る
性
，質

？

」

し
て
'表
明
し
.た
の
で
あ
る
。
斯
.る
ヵ
ン 

ト
ビ
の
類
似
を
彼
は
氣
付
.か
な
つ
た
Q
何
.故
が
な
れ
ば『

假
令
へ
、
彼
が
曾
つ
'て
ヵ
ィ
ト
は『

人
間
の
種
屬
概
念
：
： 

.を
本
®

め
-て
哲
學
：R
導
い
た』
£
1

日
明
せ
るi

ハ
其
の
場
合
彼
.は
事
實
九
ン
ト
，の
歷
史
哲
學
上
れ
著
作
を
の
み
見 

'て
居
つ
た
の
で
あ
つ
て
、
彼
の
！l

a批
判
の
先
驗
r̂
tt
#
的
®
義
を
な
ほ
考
へ
て
は
®
.な
か
つ
.た』

5
か
ら
で
あ
る
.。

然

し『

此
の
ド
タ
ト
，,
論
文
^

對
し
て
、彼
.が
後
^

爲
し
た
凡
.て
の
修
正
は
双
ら
觀
念
論
的
吧
*_

_

共
の
形
式
化 

於
.て
は
普
遍
的
见
惟
.は
，な
ほ
形
而
上
學
的
本
質
の
如
く
见
ぇ
た
、、

」

.は
云
へ
、■
事

®

共

の

普

遍

的
|1
1
心
他
は
|1
1
心
.惟
過
稅
一 

般
の
離
識
批
判
的
規
定
を
示
す
代
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
^—

か
ら
脫
却
し
、
且
つ
彼
’の
後
期
の
感
赀
論
的
立
場
^
 

適
應
す
る
所
の
、然
し
乍
ら
決
し
て
，ょ
6

正
.確

な

理

：
解

を

與

，
へ

な

\/
'

次
め
见
想
を
想
起
す
る
‘事
^

あ
つ
た
、
即
ち
夫
は 

意
a

は
®

»
.せ
る
感
覺
k

外
な
ら
ざ
る
が
故
に
、瓜
惝
に
侬
つ
て
现
解
’せ
ら
れ
た
普
遍
性
は
感
性
、感
®

R

適
應
す
ど 

の
见
想
.で
.あ
る
0
.

』

(e

)
斯
べ
の
如
く
、彼
は
後
«

に
於
て
は
颇
.る
感
«

論
者
ど
な
.久

.從

，ゥ

て

彼

ば

人

叫

の
.種

屬

的

本

.
質

第
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逸
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九
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棚
逸
南
典
赞
學
よ
り
マ
ル
ク
ス
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苗
る
•間
©
f

概
念
.の
發
鸪
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笫

セ

號

九

六

を
よ
4

感
覺
的
^
、
從
つ
て
よ
々
心
..理
的
R

&

礎
付
け
.だ
.の
.で
あ
る
；̂

然

雖

も

彼

は

感

覺

論

者

の

故

を

以
づ
て 

本
*

C0
靈

論

的：

唯

物

—
其
は
€

界
^
本
鑕
^

«
尤
、
具
^ :
;

的
後
る
ぞ
：精_

_

^

^

れ
就
い
セ
.、
叩

一

の

說.明
原
.！
i
v
J物
®

の

內
に
見
出
す
者1、從
つ
て
最
初
か
ら
形
而
上
學
R
®-
入
れ
る
者
^
_
で
は
な 

く
、.
取
に
哲
.難

者

の

頭

、の

中

で

嵇

成3
れ
た
思
辯
^
對
し
、
吾
人
の
知
識
の
幕
碰
を
經
驗
世
界
R
訴
へ
ん
ど
す
る
意 

哝
^
於
て
の
1
物
論
者
、.
從
‘つ
て
本
質
に
於
.て
は
實
證
論
者
^

外
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
0
'斯
る
彼
の
.立
場
は
次 

の

1

句
よ
み
す
る
も
明
瞭
で
あ
る
。『

私
は
凡
て
無
條
件
.^
絕
對
的
、
非
物
質
的
な
、印
分
自
身
を
以
つ
セ
充
足
せ
し 

め
.：

ん
ど
す
る
想
辯
^
—

共

の

素

材

を

向

：分

自

が

ら

造
6
出

す恩
！
！

を

排

斥

し

な.け
れ
ば
な
ら
ぬ
？
弘
は
よ
6
善 

く
患
惟
■
得

ん

が

爲

枝

眼

を

鑛

が

ら

取
*

つ
て
終
^

や
ぅ
'な
#

學

卷
.雲

泥

め

相

違

が̂

殊
纪
眼
^

必
寒
せ
3
.
.、ぃ
我
々
が
常
妃
感
官
の
活
動
^

依
つ
て
の
み
得
，ら
る 
>

物
質
の
_上
^
踩
の
觀
念
を
站
锩
处
け
ね 

ば
效
ぢ
ぬ
、
又
私
.は
郷
念
か
ら
對
照
5:

造
6

出
さ
ぬ
、
寧
ろ
皮
對
R

對
照
か
ら「

觀
.念
を
造
り
出
す
、
蓋
し
對
照
は
頭 

の
，外

に

存

在

す

る

も

の

^

過
ぎ
«

^

私
は
實
踐
的
方
r o
k

於
.
て
の
.
み
舰
念
論
者
で
あ
る
：
：
现
想
は
私
に
取
つ
て
は 

;

に
.歷
史
的
將
來
、
眞
理
ど
遨
徳
の
滕
利
べ
の
信
仰
た
る
^

過
ぎ
ず
し
て
"

私
^

對
し
て
眾
^

政
治
的
、
m

德
的
意 

義
*

有
す
^

^

過

含

ぬ

：が

、

本
.來
の
现
論
哲
學
の
方
而
^
於
て
は
:1
1
1̂

反
對
の
.
事

が

、

即

ち

，既
^

說
明
し
た
意
味
に「 

於
て
の
赞
在
論
、
唯
物
論
が
存
す
.る
：‘
：
‘

私
：は
精
_

的
自
然
»

究
者
た
る
^

過
ぎ
ぬ
、.
蓋
し
自
然
の
»
究
者
は
苹
段 

叫
ち
物
« 1

的
手
段
な
ぐ
し
て
は
何
事
を
も
な
.|>
#

.
な
‘
い』

か
ら
で
あ
る
マ」
0 

,

.
ネ
て
後
期
k

於
け
る
感
覺
論
者
i

し
：て
の
彼
は
人
問
m

®

‘

彼

は
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*
:

G
r
u
n
d

筋
t
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- de
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R於
.：.て
^
,
'の
.如
べ
眷
い
.て
屉
る
。『

經
驗
論
は
_正
常
^
我
 々

の
?1
念
.の

發

生

：
を

感

官

か

6
導
5
で

居
^
、
；.唯

其

は

人

_

の

最

:̂
'

:

畫
^

な
^

身
で
あ
る
事
、
' 及
び
人
間
がc

联
他
，の > 

人
間
を
目
*
す
る
場
合
R

の
み
.、
意
a
ヒ

理

解

.の
光
は
燃
上
る
事
を
忘
れ
て 

居
^
。
其
故
觀
念
論
は
人
間
^
內
，代
觀
念
の
發
生
を
求
む
る
場
合
は
运
し
い
、
然
し
乍
ら
、其
が
.觀
念
を
..孤
立
せ
る
.、
 

其

自

か

ら

存

咮

る
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質̂
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魂
.ビ
し
て
假
定
第
机
だ
^

ば
.感
覺
齡
に
與
へ
ら
れ
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他
我
な
&
自
我
か
ら
導
か
ん
ミ
す
る
場
合
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夫
ば
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.誤
づ
七
居
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報
知
を

通

じ

て

の
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、人
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]

]

ど
人
間
ビ
の
#
話
か
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の
み
、
觀
念
は
凝
生
亦
、.％

ー：人

で

は

な

く

、
他

入

笔

 

现

性一

般
に
到
達
ず
る
。
二
人
の
人 

間
は
人
間
^—

精
神
的
芩
る
冗
共
紀
肉
體
的
な
人
間
|

の
劍
造
に
か
、
は
る
：，
.人
間
ど
人
問
ビ
の
共
間
生
活
は
虞
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理"
V

普
遍
性
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®

一
へ
原
®

で
あ
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標
識
で
あ
る
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間
0
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は
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間
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す
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ぞ
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赫
違
せ
'る
%:
(の
：>
:實

在
^
土
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つ
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居
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斯
く
し
て
彼
は
フ
ィ
ヒ
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へ
ー
ゲ
ダ
化
於
け
る
形
而
上
學
的
べ
ー
火
^
禝
れ
た
.る
社
會
化
せ
.る
意
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を
天
上
よ
6 

此
0

地
上
の
、
經
驗
的
相
互
作
用
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通
じ
て
初
.め
て
成
立
す
る
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の
普
遍
的
心
现
作
用
仪
迄
引
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し
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。
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し
乍
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|
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人
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を
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受
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す
る
に
至
る
_
|
.
^
|
か
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^
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形

而

上

學

的

雰
I I

氣
の
內
£

あ
夕
た
.

t
:

丨
祐
次
の
«

對
精
_

の
，擦

：心
:̂
_

『

-

<

1

本
質
奢
竚
じ
屯
の
#

«

的
：心
0 !
'.
. 

作
用W

し
^

見
出
U

/ 2

フ
ォ
ィ
.
ラ
ル
バ
ッ
メ
の
現
實
的
哲
學
现
論
は
猶
ほ
へ
ー
ゲ
水
流
の
见
辯
の
.
槃
縛
の
下
^
あ
つ
た 

當
時
の
讥
想
^

如
何
妃
你
火
な
影
響
を
與
へ
.

た
•
か
は
明
か
で
あ
る
。.、.
®

に
彼
の
瓜
想
の
.
即
放
的
彤
«

を
葙
さ
.マ
ル
ク 

ス
は
受
け
た
呤
で
あ
つ
て
、
:|
:
|
:ハ.
の
事
赏
^

對
し
自
己
の
初
則
の
著
作
^

於
て
頗
る
能
辯
，に
證
明
を
與
へ
て
：.思
る
。『

神

ハ
だ
。
哲
學
漭
が
ル
て
！I'

め

た

槪

念

の

靜

證

法

，、
即
ち
_

の

齟

雜

を

否

定

せ

る

者

ぱ
_

:

か
'
。.
7 :
ォ
々
土 

ル

：バ

ズ̂

。
古
い
襤
褪
、
：
否
な
無
«

0 :

尙
己
意
識
の
代
6

に
人
間
を
篮
い
た
者
ぱ
誰
か
。

フ.
，け
イ
エ
ル
、パ
ッ
ハ
.
.
だ
'

 

フ
ォ
イr

ル
^

ッ
：ハ
だ
、

そ

じ^

唯
フ
ォ
イ
モ
火:、< /
,

の

み

で

あ

るO』

ど
®

W

て
居
る
。

■
く
の
如
ぐ
次
ォ
イ
キ

.
V

V

ッ
メ
が
マ
グ
ク
ス
择
カ
强
ぎ
影
奪
を
與
へ
た
事
實
ょ
り
し
て
、
往
々
.
人
：々
は
共
の
常
時 

に
彩
尤
マA

ク
’
ス
は
^

ぐ
フ
ォ
イ
エ
^
パ
ッ
ハ
の
羅
■

の
.卞
R

あ
.
つ
た
如
ぐ
，考
へ
る
。『

然
じ
夫
は
.誤
つ
て
©

る
0
‘

マ\

 

V
H
:

は
根
本
ぬ
於
セ
決
b

で
フ
ォ
イ
土
ル
バ
グ
ぐ
王
義
者
で
は
な
か
っ
た
、
寧
ろ
最
初
か
ら
截
が
，に
彼
が
此
の
见
想
家 

か
各
受
.げ
紀
有
カ
な
刺
戟
を
«

、
然

し

取

，に

全

く

彷

己

0

身
め
&

遒
.ば
最
#

^
於
で
ば
フ
ォ
イ
二
ル
、パッ
ハ
的

|1
|
心
想
傾
尚
^
走
る
や
ぅ
に
見
え
气
然
し
节
ら
其
最
初
か
ら
胱
に 

特
殊
贫
細
郝
的
分
/f
K

*
し
て
.居
る
の
：で
あ
つ
て
、
斯
く
し
て
乙
も
フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ッ
ハ
^
於
て
嘴
哎
S
能
た
，
5 

A
V 

^
 

.の
本
質
の
«
念
|

人
間
*1
:
會』

な
る
新
た
な
槪
念
に
集
^;
し
たg

，

で

あ

る

若

.し
然
ら
5-
:
れ
.ば
マ
.
ル
ク
ス
が
®
に
か 

巧
有
各
な
？
ス
ォ
イ
エ
ル
イ
ッ
あ
'論

忆

於

て

な

し

た

る

が

如

を

明

：瞭

な

意

識

を

以

-
,て
、
彼
は
-フ
ォ
イH

火
バ
ッ
パ
を^.
]̂
: 

し

得

な

か0

た

で

あ
>b.
.ぅ
o』

s
即
ち
彼
は
フ
ォ
イ
ヱ
ル

パ
ッ
、ノ
が

『

人

撕

の

本

質』

<
し
て
見
‘出
.し
た
種
屬
的
心
叩
：乍；= 

は
^

K
人

間

の

现

論

的

侧

而

を

叨

か
k
し
た
名
の
で
.あ
.
6
、
且
っ
其
の
人
問
の
理
論
的
態
度
は
受
呗
汾
、
^
恭
^>

4I
- 

實
ビ
し
て
表
は
各
れ
て
居
.る
v
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.過
ぎ
ず
し
て
、眞
の
_現
實
的
人
問
の
，本
質
は
對
照
に
能
，動
盼
ド
動
ぎ
.掛
げ
、
之
を
■
# 

す
るv

J

共
は
、自
’己
.を
も
變
革
す
る
に
至
る
雄
命
的
實
踐
な
.る
事
を
^
却
し
て
居
る
»
を

樹

撇

し

て

思

るte
-

R

®
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觀
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理
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せ
ら
れ
な
か
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た
ノ
其
故
活
砌
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侧
而
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唯
物
論
く
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對
に
觀
念
鍮
^

へ
丨
ゲ
‘ル
の
典
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'

指
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'
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^
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は
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1
1
:
.
づ
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此
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，實
在
的
感
覺
的
洒
動
を
斯
5'

も
の(

註
人
伯
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沽
11
1

/̂
と
し
て
離
め
ず
-
か
ら
利
象

"VJ
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姓
.

へ .
-

ゲ
ル
.
.於̂
け
る
が
如
く
絕
對
缺
神
の
M
已
發
股
★
し
5

發
，®
し
た
‘。
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-ス
：
> ィ
'
エ
ル
>
.ッ.
-ぺ
は
人
|/
|
|活
動
を
感
«
的
に
现 

解
せ
ん
？
欲
す
る
|

8

然
し
其
.の
人
叫
活
動
は
其
.の
人
|!
1
]
.
3
|1
1
心
惟
對
，照

か

ら

實

際£

炎
く
3
區
別
せ
ら
れ
た
客
«
で
あ
つ 

^
\
;
:
农
じ
^
ら
皮
.は
人
間
活
動
身
も
0:
を
對
立
的(

註
思
愼
對
照
1-
侬
.つ
て
刺
戟
过
ら
る
、
士
典
11
逆
.に
丸
|:
侧
冷
拼
く
る
0
活
動
.

VJ 

し
で
现
解
し
祀
い
0
共
故
彼
ば
某
督
敎
.の
本
質
に
於
て
现
論
的
態
度
.
0飩
早
|:
外
的
對
!!
(
1、
環
揽
.を
知
.ら
ん
'̂
マ
る
.资
励
的
態
度) 

b

の
み
眞
の
人
間
的
態
度
.

V」

鬼
る
も
、
一
方

« 0
踐
ハ
砘
外
的
.對
|!
(
1、
徵
境
^
働
さ
掛
け
、
獲
革
せ
ん
ゴ
<
る
想
度〕

は
m

R
飛
し
き
猶 

太

火

的

現

象

形

態

化

於

て

瑯

狐

ぜ

ら

れ

、
，
屈

0

規
定
さ
れ
た
。

•彼
は
其
故『

革
命
的』

、
货
踐
的
I
批
判
的
活
#

の
®
 

翁
ぢ
现
解
し
犷
$
。̂

換

言

す

株

ぽ

唯̂

論

ぱ

跟
^
人
問
か
環
‘境
ビ
敎
育
‘の
所
產
た
る
事
5:
敎
へ
た
に
過
ぎ
ぬ
。夬
は 

f

Ni,
>̂
環
#

—

ぜ
ら
れ
、敎
裔
者
&
身
が
敎
育
せ
ら
れ
炊
ば
な
ら
ぬ
事
を
忘
れ
て
®

る
。
從
つ
て
夫
は
社
龠
を
ニ 

つ
の
部
分
^
分

つ

*
等
の
肉
の
、
ブ
つ
は
人
ゆ
の
上
'
k
高
め
ら
れ
る
。
環

®

の
變
化
、、

j

人
ta
j
活
®j
の
變
化
成
は
，
M 

' 

已
變
化
^
が
同
'
t

R麟
る
事
は
难
命
的
實
踐
6
し
て
の
み
现
解
せ
ら
れ
、
且
つ
合
现
的
に
理
解
せ
ら
る
、

』

00『

フ
ォ 

ィ
兩
火
，V

ッ
ぐ
は
宗
敎
0
本
質
を
人
間
の
本
質
の
內
に
分
解
し
^

C
然
し
乍
ら
人
間
の
本
質
は
決
し
で
個
.々
の
猶
人
^
 

內

祛

す

る

抽

象

的

な

も

の

：セ

は

な
S

.0
現

赏
^
於
.て
夫
は
«1
:

«
關

係
0
總
體
，

あ

衣

。.斯

る
_
實

的

本
«

0 .
批
判
忆 

立
入
ら
な
か
，つ
た
フ
ォ
ィ
エ
,

、パ

ッ

,
は

«
<

て
次
の
如
く
爲
3 
く
る
を
得
な
か
ゥ
た
。
笫
ー
^
社
#
過
程
か
ら
杣
象 

す
可
く
、
，iL
つ
㈣
自
.的
祭
：敎
感
'情
.

^

_

«し
;:
'
»
.且
' つ
乂
-w
l
ii
的
r

孤
立
せ
る
人
間
ビ
し
て
の
個
人
を
假
定
す
可
く
。

l

u

l

l

,

:

治
ニ
に
斯
ズ
.で
人
間
の
本
質
ば
取
に『

植
屬』

€

し

て

の

み

.，、

'
內
的
な
沈
默
的
な
多
数
の
.倘

人

を

出

.然

的

に

結

付

け

る

S
L
P̂O

普
遍
*

v

し
て
の
み
理
解
せ
ら
れ
#

る
。』 S

換
言
す
れ
ば
、
フ
ォ
ィ
工\

 

V

ソ
ハ
は
第
實
此
の『
人
間
の
本
質』

V」

云
ふ
槪- 

念
：柄
依
.つ
て
、宗
敏
の
：.神
：秘

生

義

せ

思

辯

：の

«

朧
性
か
ら
逝
れ
.
出
ず
る
事
か
出
來
た
.
然
し
乍
ら
共
の
.場
合
な
ほ
此
の 

概
念
は
.全

く

杣

象

鳴

：で

ぁ

々

，

胜

つ

現

«

は

於
.
て
歷
史
ト
¥

ら
轉
廻
し
、
變
化
し
う
、
.ぁ
る
人
問
生
活
に
何
等
直
接 

纏
藤
す
る
,
己
ど
な
1

^

止
.
凌
ク
救
。
何
故
.か
ネ
れ
ば
フ
ォ
.ィ
土
，ル
>

.
ッ
、ノ
は
先
づ
第，

i

k

則
論
的
態
度
、
即
ち
精
神
生 

活
1

般

：の

杣

激

的

活

動

女

め

み

人

_

の
本
質
を
看
做
し
、
且
つ
、
人
間
が
生
命
保
亦
の
爲
に
.
能
動
的
に
其
の
對
照
|

 

# 

尙
然
遞
化
他
の
入
間
1

を
.變
革
す
る
食
踐
的
活
動
、
即
ち
.
マ.
ル
ク
ス
の
所
謂
革
命
徇
實
踐
S

IS
J

係
せ
ざ
-o
が
-
故
. 

に
孤
立
せ
る
個
入
妃
扯
ま
つ
た
の
で
あ
る
>『

坝
か
^

フ
ォ
ィ
エ
：
ル.X

ッ
ハ
も
此
の
缺
陷

V

J
感
じ
、
後

k

被
は
感
性
、
知 

'!
!

:
生
活
て
^

傭
念
谁
^

へ/ ^

其
の
缺
點
を
袖
は
ん
ゼ
考
へ
た
。』

3

然
し
乍
ら
事
賢
^

於

て

は

な

ほ

此

の

感

性

.は

人

問 

の
■

論

的

遍

渡

要_

た

る̂

止

ま
0

て
居
つ
た
。
故
に
マ

\

ク
ス
は
浓
九

.
の
命
题
^

於

て『

直
觀
的
唯
物
論
、

即
あ
感
性
を
實
^

^
活
»
:ど
し
て
观
»

し
^

い
|1
物
論
が
到
*
ず
る
*

»
の
點
_は
個
々
の
個
人

0
直
觀
.で
ぁ
.
6、
市 

揭
_
社

'#
の
直
卿
ヤ
あ
^.
0』

吵

:̂
沄
り
て
#

气

' 

‘ 

.ニ 

.

.
:

;

斯
く
め
翻
く
し
て
彼
は
フ
ォ
ィ
工 

>

，'パ

ッ

ぐ

の

缺
陷
を
指
摘
せ
る

後

、

页
^

自
已
の
立
場
を
發
屉
さ
せ
て
居
る
。

マ 

V

ク
，
ス

の

語
:%
以
ヤ
す
れ
ば『

.感
性
を
實
踐
的
活
動
ど
し
て
-理
解
す
る
.

』

場
合
^
淤
'て
、
初
め
て
人
問
の
本
質
は
充
分 

火
理
解
3
れ
る
の
で
あ
る
っ
即
.ち
人
間
は
實
踐
的
活
動
^
於
て
自
然
.の
み
な
ら
ず
他
の
入
間
^
働
さ
掛
'く
る
以
上
、今 

度
は『

如
.何
^
し
次
胜
ネ
オ
ィH,

ル
パ
ッ
ハ
が
人
別
の
本
質
3
希
做
せ
5

此
の
稲
®

は
取
な
る
受
_

的

向

然

的

事

實

_
^
非

ず

し
 

て
、
^
ろ
人
々
の
活
動
を
通
:1
:
'
.て
、
即
ち
凡 V

 

の
人
々
が
®
働
的(

P
Q-f
f〗

B
n
d
e
r
v
R

上
~F
B]
#

^(

a
u
f
e
i
3
n
d
e
r

)

.
ic
. 

相
互
杧
働
^
掛
时
#

る
様
式
を
)|
1
1じ
て
彼
等
が
不
斷
^
造
‘
6
出
.す
所
の
相
互
關
係
及
.び
、
.栩
互
錯
綜
.で
ぁ
る
か
を
認
.

第
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十1
®
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九
七
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禪

逸

进

典

钾

學

ょ

リ

マ

ル

ク

ス

じ

至

る

問

の

社

僉

槪

念

の

發

展

 

第

七

胧

一
〇
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第
二
十
二
卷C

九
.七
六)

獨
逸
进
典
骄
褂
ょ
リ
マ
ル
ク
ス
|:
茧
*
間
の
社
會
概
念
の
發
展 

第
七
號 

ー
0
ニ

識
し
な
#

れ
ば
な
ら
ぬ
.事
に
な
る
o』

s
斯
ぐ
し
て
こ
そ
、
初
め
て
人
間
の
本
質
■は
其
の
si
®

に
於
て
人
々
が
彼
等
の
. 

生
命
'5
:

#
将
し
、
保
持
し
、
且
っ
發
猥
せ
^

め
ん
が
爲
哀
立
.っ
所
の『

社
會
關
係
.の
總
體』

？
$
し
，て
现
は
れ
る
。_之
ぞ
. 

次
の
マ
ゲ
ク
ス
の
命
題

.の
意
味
で
.あ

る

。

『

凡

て

の

社

會

生

活

は

本

質

に

於

，て
實
踐
的
で
あ

.る
:°
.理

論

を

神

秘

主

義

.
ド
 

誘
^g

ゆ
必
_

秘
は
其
の
合
规
的
解
決
を
人
.間

の

;«
踐
の
內
杯
、
M
し
て
此
の
®:
踐
ぃ
の
把
握
の
内
に
見
出
す
気
而
し
. 

て
此
の
社
#
關
'«
の
總
體
の
恥
本
關
係
を
な
，す
、，.
人
間
.の

努

働

過

嵇

一̂
生
產
關
係—

^
人
々
は
必
然
的
に
共
^
從
_ 

識

ノ

1
.っ

此

の

勞

働

過

嵇

ド

於.て
の
み
凡
て
の
個
人
の
，活

動

が
.凡
て
の
他
の
‘人
’々

k
ln
j
け
ら
れ
る
の
み
揉
ら
ず
、
. 

又
斯
る
過
程
遞
::
?
.;'
L
.て
は
®
際
如
翁
^
る

人

调

、活

動

を

も

考

へ

ら

れ

な

い

0
換
言
す
れ
ぼ
、
凡
て
の
人
は
此
の
此
^
生 

れ
來
る
や
、
,^
然
B

R

.

H此
の
生
產
關
係
、蓝S

 

は
其
の
®
礎
の
上
に
立
つ
一
定
の
.他
の
社
#
關
係
內
部
^
.於
.て
浦 

|£
/
す
可
く
|]
1

1

;*
.
れ

观

っ

て
:[
:
!

ィ
の
1
定
I I

會
»
係
^
:逝
應
も
た
一
定
の
種
鹰
活
動
を
な
す
可
き
必
然
性
の
下
^
あ 

る
。
資
本
生
奪
的
#

翁

關

.#
:の
内
部
^
於
て
：直
接
生
產
過
程
^
參
抓
せ
ん
ビ
す
る
.凡
ゆ
る
者
は
、
無

.產

者

は

.®
叙
^
 

_
省
ど
し
て
、
布
產
者
は
：資
本
家
:̂
し
て
の
種
屬
活
動
を
體
現
す
る
の
必
然
*
5:
»
有
す
。
：故
^
知
修
ル
.
办
&

[]
:
0 

會
化
せ
'.
5
者
で
あ
#
。.
斯
く
し
て
、
フ
ォ
ィ
千
ル

.バ
ッ
ハ

^
於
セ
は
稂
本
槪
念
は
常
は
な
攸
人
間
で
あ
办
、
si
に
«
 

ム
く
一 

H

^

^

&
K'
、
摩
動
的
な
孤
立
せ
る
種
屬
的
人
問
で
あ
々
、

マ
ル
ク
ス
に
.於
て
，-は
、
社

舍

ょ

上

.1
1
:破
^
云
ふ
な 

&

«

1班
關
係
に
於
て
相
互
作
用
を
な
す
能
働
做
な
、
種
屬
的
人
.問
、
即
ち
；|
# 0
:

和̂
^

^

|

:で
あ
る
。
故
^

マ
, 

ク
ス
'^
ハ̂
ガ
'0
命

-:
1

1

^
て̂

『

#
き
|«
#
1-
0

^

は̂

1|
3
民
的
*1
#

で
あ
々
、
新
唯
物
論
の
立
«

は
.人
：間
*1
:_俞
又
ば 

]

/

.

.

.
r

- y

-
■,
 

-

.
 

. 

. 

ノ
 

:
.■
. 

I 

. 

.

.
/ 

•

(1
>
co
n>
^
0
 

^
.F
o

，
一
 

O
d

e
r

 

v
e

r
g

^
s

e
u

s
c

h
a

f
t

e
t

e
?

^

e

n

s

c

h

h

e

i

t

y

T
f o
« 6
?

%

.
 v
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1;

ム
つ

I

丨

蓋
':
1

>

佌

の
-

『

撤
瑜
化
:«
'
る
人
调』

，て
;^
*
念
^

依
つ
1:『

マ
^
ク
ス
が
初
め
て
社
會
料
學
.'に
_
激

斟

學

ビ

等

し

会

.方 

雄

論

上

：の

：
嚴

格

#
i
v
J
.

附
與
し
、
以
て
吾
入
の
學
問
上
の
財
產
を
«

期
的
仅
磷
大
す
る
事
を
得
る
^
至

つ

た

.
：

：
.
の

で
 

あ

、
此
;0
0
念

、、

」

*

It
-#
來
:0
.

«
槪
念
は
臀
て
到
遝
IL
相
ざ
A
'l
i
.其

の

:&
足
の
明
瞭
^,VJ 

.正
#
さ
ビ
V
J經
驗
し 

扣
^
で
あ
る
^
职
：
即

ち

価

會

趣

常* 0
個

命

：#
個

人

活
»
を

通

じ

て
^

み
觋
は
.れ《

！
其

以

外

の

顶̂

は

存

し

な

い

.
、

又

s

#

I O
ff
l
oA O
t
l o
_
l :
_

s

: t
^ o
^

g

i
M O
l o
s

. ^
警

す

れ

篮

會

は

『

其
の
内
容
に 

- 

從
ケ
ば
傅
離
も
*

^
結
合C

其
^
顧
*
す
る
猶
獨
.活
8

で
あ

M

m

- ^

运
へ
斌『

人
間
の
« :

翁
化
活
.

』
(

<

^

^

5

£

5

&
: ^
§

叫)

§

に
外
な
ら
ぬ
。斯
く
て
マ
ぐ
ク
ス

^

於
て
活
動
、
機 

能
職
念
ぜ
し
て
の
慑
會
槪
念
が
設
定
3

れ
た
の
で
あ
つ
て
、
.
夫
は
觸
乙
古
典
哲
學
の
核
心
た
る
社
會一

般
.の
極
限
槪 

# 0

患̂

'*
1

:
の
：

f

 

^

^

化
せ
5

意
#

^

を
：社
#

. 0

機
能
« 0

念
ど
し
て
の『

社
會
化
せ
る
人
間
或
は
人
間
の
11
:

會
化
活
動』

に 

遛

き

轉
へ
私
の
：
で

あ

る

a

,

而

じ

て

：：此
：翻

_

#

槪
念
が
如
倩
抝
從
來
の
個
人
主
義
輝
に
全
體
主
義
の
»
會
槪
念
を
止
揚
: . 

し
拎
か
は
結
論
忆
於
て
述
べ
5

で
.
あ
ら
$

0
 

;
 

•

.

グV
.

ス，:R
於
.て
社
.會
の
|1
]
:
0織
&
念
が
明
.瞭
^
せ
>ち
れ
た
る
.事
を
.知
る
。
.即
ち
彼
は
-
^
 ̂

け
る
植
々
な
る
社
會
化
活
動
の
統
.ー
あ
ヵ
、
.解
離
し
»
さ
機
能
關
係
を
明
が
に
.し
だ
の
*

あ
'5
。
彼
§

髀
的
侧
而 

ょ
ぶ
此
'の

機

能

關

係

を

现

鼪

的

に0!
解
む
れ
、
何
故
が
な
れ
ぱ
其
の
.經
濟
的
侧
而
の
@

社
俞
生
活
：の
；§
提
が
袼
じ
、

. 

斯
も
て
他
の
凡
ゆ
る
社
#
的
活
動
が
«:
ら
實
現
し
#

る
所
の
框
が
，栉
ず
る.か
_
4
.で
あ
.る
。
'
さ
れ
.ば
-
マ
火
ク
.ス
.
.は『

彼 

.
等
_
活
办
.

會

的
生
：產«
聆
で
：、
：：
4

_

產
■
ぬ

-
定
發
屉
階
級
^
適
應
す
る
.所
の
生
產
關
係
に
入
4
込
む
，も
の
で
あ
る
。
.
.此
等
生
淹
關
係
の
總
和
は
社
#
の

.
第
二
中
二
卷(

九
.七
七
>

_
獨
逸
十
|>
典
赞
學
ょ
リ
タ
ル
ク
ス
に
至
.る
叫
の
社
會
槪
念
.の
發
展
.
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逸
放
典
蔣
學
ょ
リ
マ.ル
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に
茧
る
問
の
卵
敎
椒
念
.の
發
胰

 

t

ル

七

鱗

T

〇

四

經
濟
的
：桃

造

を

成

す,*
.の
で
，あ
つ
て.
”
ム
>
れ
.は
.法

制

上

及
'び
、へ‘政

治
11
1
の
上
層
建
築
が
據
つ
^
以
て
立
つ
所
の
、
又 

-
1
.定
：.の
|)
:

#
的
意
識
形
態
が
.之
^
適
應
す
を
观
政
眞
*

^

—
奪
^

»
眞

^

^

^

^

^

9

1

«

方

；
法

は

ユ

」「

^

^

福
 

«
fl
;

,政
^

^

及
s

#

p的

の

^

rp
^
fi
を
條
件
^

け
る
。
入
«
め
s

a
が
其
の
#

在
を
決
定
す
.る
の
，で
.な
く
、
 

寧
ろ
之
は
反
し
て
、
彼
等
©
肺
龠
的
播
在
が
4

4

^
離̂
を
決
定
す
る
の
で
あ
气』

它

、
云
0
.
て

厨

る

パ
 

「

K
S
:
.
マ
^
ク
義
ほ
於
技
名»
會
概
念
は
：歷
風
的
，
可
變
的
、發 

「

何
故
か
な
れ
ば
*

會
、
即
ち
人 

m
m
.
0
.
报
#
化
活
»
は
^
謂
#
命
的
»
踐
で
あ
.:̂
沒
つ
.：\士
^
然
奴
^

、
是
等
.を

變

苹

す

る

‘
、
/
し
共 

^
自
已
を
^
變
革
^

る
^
至
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
一
定
時
代
に
於
け
-る
一
足
の
®
會
化
f
f
i®/
.
k
.J^
て
、
各 

人
.は
相
互
作
用
?:
營
む
ビ
#
气

.

.反
對
^
:*
互
作
用
の
結
果
と
し
て
徐
.々

に
、-
或
は
急
速
に
其
の一

定
の
社
會
化
.
® 

動
は
麵
苯
.し
、“
發
換
す
る
^
至

''
6
'か
ら
^
あ
^
。
.

..
 

:. 

’ 

’
V

.

.

•
 7

:

- ®
後
^
此
の
歷
.边
傲
*

«

、
;]
«
:め
11
:
翁
化
翁
動
の
,

已

變

凝

换

^

て
：，雜
な
^

德
然
食
”
；'法

證

会

_

代
の
：經
«
 

で
は
な
く
、
寧
ろ
ニ〗

％

の
合
法
則
»

過
^

、發

展

: 0
過
嵇
で
あ
る
。
，
此
の
發
股
艺
去
_ふ
言
葉
^

於
て
、:-
/
.|
.
1
:人
は
變
化
が 

外
剖
'1
6

の
：影
蕾
狀
侬
つ
て
&

&
起
，3
れ
る
の
.で
は
な
く
、
盤
}
ろ

自

氐

變

化

な

，る
、性

質

^
杓

在

し

、

此

の

變

，匕

系

列 

の
方
尚
を
決
定
す
る
法
則
性
ょ
ぅ
生
ず
る
が
如
き
一
宛
時
‘代
の
.變
化
系
冽
を
.现

解

す

る

。

其
，故

一

つ

の

_

股

た

る

凡

f

o i
o f

o:
g

o f
o g
f

O R
o°
o
の 

f

 

l

s

?
o ^

OA
°

f

f

o l
o l
O I
f

l

s

s
*t
o 

翁
化
の
形
式
^

®

f
し
の
必
然
的
矛
盾
^
存
す
る
。
典
の
矛
盾
は
人
間
«|
:
脅
化
の
辯
證
法
的
本
®

を
な
す
。
社
#
生 

活
は
#

内
'容
^
,從
へ
城
傭
離
し
«
さ
結
合
で
稱
4
、
其
の
形
式
ド
從
べ
ば
.個
人
的
■亦
在
で
あ
る
。
.
社
會
化
の
各
階
段 

は
洪
故
_

々
の
個
人
--
?

>

_
そ̂
姐
じ
て
の
7;
存
在
し
得
.る
し
、
斯
く
.て
各
蚍
會
化
形
應
は
肫
人
朐
利
益
^
適
合
す
る

や
ぅ
に̂

さ
ん
$

不
斷
比
努
カ
し
て
居
る
.、"
個
人
的
«

動
、，0

的
設

定

、
挪
念
の
充
滿
め
杓
に
浸
‘る
。，斯
く
の
如
く 

し
て
、« 1
:

食
化
(7
)

各
贈
^

^

矛
癖
^

る
も
の
4

ら
し
め
、
夫
を
一
つ
の
矛
盾
^

き
1|
:

' #

化
に
'依
つ
て
克
服
す
可
く
推
移 

せ
し
む
る
所

の
« |
:

會
化
の
f t

容

W

施

式V
J

の
侧
の

分
離
が
亦
す
る
。

' 

此
の
人
冏
社
#
化
の
內
的
矛
盾
は

斯

く

し

てル
 

ゆ
る
，视
に
到
達
せ
ら
机
た
る
#

會
化
の
階
段
を
常
^

ょ
.

1

尚
き
階
段
へ
推
.移
せ
し
め
る
。
斯

る
際
に
實
際

、
社
#
化 

の
運
動
は
其
の
1

定
方
时
、發
»

の
内
に
於
て
起
る
。
此
の
發
煅
の
動
因
は
#

舍
化
の
内
部
^

於
け
る
矛
盾
、反
抗
で 

あ
6

、
此
の
矛
盾
或
ば
促
抗
は
肋
« =
#

的
一
:

定
の
程
度
^

達
す
る
^

、社
會
化
を
念
速
に
、或
は
徐
々
^
幾
つ
か
の
刚 

體
は
分
離
ぜ
し
ひ
る
,0

逛
等
め
刚
體
ぼ
結
局
其
等
の
間
^

生
ビ
拎
圖
#

的
傾
向
を
_

は
：さ
ね
^

な
ら
ぬ
。
何
故
か
な 

れ
ば
、旣
存
の
1 1
:

龠

階

段

钐

利

用

じ

減

を

に

茧

0

て

居
る
：：十

^
然
る
が
故
^
他
め
團
體
は
，之
を
克
»

せ
ん
€
求
む
。斯
く
て
社
會
關
體
間
の
鬪
爭
は
社
會
發
揋
の
衝
動
カ
€
な
る
。
 

而
し
て
此
の
_

#
は
；
--
*
'
«の
.
_
»的
；階

段

に

於

て_

»

!̂^
»
關
郇
の
形
態
を
採
る
。
U

S

の
內
部
に
存
す
る
形 

式
：̂
內
容
む
の
矛
质
^
依
る
社
會
化
の
變
革
を
マ
,

ク
ス
«
エ
ノ
：グ
,
ス
-は
«;
#
過
漉
の
辯
證
法
ビ
名
付
け
た
。然
し 

乍
ら
、庇
の
赠
級
_

带
其
も
'の
は
.社
會
學
的
範
疇
で
な
く
、寧
ろ
一
づ
の
歷
史
的
範
疇
^
過
き
ぬ
。
其
故
階
級
細
爭
は
. 

社
會
化
せ
み
生
活
の
本
質
^
曝
^
ず
し
て
、
寧
ろ
假
令
へ
數
千
年
の
長
さ
に
波
つ
て
存
す
る
に
せ
ょ
、
f
t俞
化
せ
る 

生
活
の
#

雜
な
る
一

T,

形
態
を
示
す
^
過
ぎ
な
い
。
夫
は
寧
ろ
社
會
化
を
其
の
»
濟
的
^
對

立

，
せ

る

階

級

^

分

離

せ

る
 

非

ソ

ソ

ダ

リ

ズ

；ム
.
‘的

形

態

ょ
6
、
經
濟
的
矛
盾
な
き
.ソ
リ
ダ
リ
、ズ
ム
的
形
態

^
.齋
す
所
の
手
段
其
も
の
で
あ
る
。
之 

R
反
しV

、»
會
化
の：

社
#
的
內
.容
■

、
其

め

個

人

的

線

驗

漱

式

迨

め

遍

盾

進

ば

飾

會

義

灘

範

晴

芩 

•の

廢
it
せ
ら
れ
た
後
：
&
錄

が
«
縦
し
、
眾
^
全
社
會
刚
體
の
生
活
'
<£
-
發
股
€
を
脅
が
す
が
如
§

銳
3
を
失
ひ
、

m

k

第1.1

屮

二

卷

.
•

(

九
七
九0

獨
逸
：进
典
赞
學
ょ
り
マ
ル
ク

.ス
1
!
.
至
る
問
の
社

' #

槪
念
の
發
.展

 

、
笫
七號 

ー0
五



12 11；io  々 8 7 6 5 4- 3 2

_

M
a
r
x
.

 

„
.
D
i
e

 

T
h
e

 
ん
 n

 

a

b

e

r-h
H
e
u
‘
e

r.r
.o
!
I
?•ペ
 

T
h
e
s
e

 

I
-
l
r
n
,
.
:

 

M
a
r
x

 

w

n

ĝ'
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リ
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於

け
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區

別
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の

‘
原

1[
!

-
ど
し
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作
用
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^
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1
.7

w-
oo

五
^

は
_

化
獨
こ
*
典

;«
:學
.の
.核
心
な
る
社
會
4
般
の
極
限
«
念
ビ
し
て
!-
0『

'1
1
:會
化
せ
る
意
»』

竝
に
夫
が
マ
ル 

ク
ス
.

於̂
て
經
驗
的
.に
站
礎
#
け
ら
れ
た
社
舍
の
機
能
概
念
-^

し

て

の『

社
兪
化
せ
る
人
問
或
は
人
湖
の
社
會
化
©
 

.
J
L

を
知0

た
。
而
し
て
、
泠
や
社
會
の
發
观
'形
式
は
個
_
-
<ゼ

し

て

、
其
の
内
容
は
.不

可

分

な

結

合

(^
:

適

應

す

る

植

熝
柄
®
ぱ
ふ
社
會
め
形
式W

内
容
热
難
證
法
は
魏
來
め
個
人
主
義C

I
n
d
i
v
l
d
u
a
l
i
s
m
u
o
#
k
,

全
體
主
義c

u
n
¥
r
s
a
l
i
s
-

 

3

1

!

0の
社
看
概
念
を
北
揚
す
.'5

,;
0

:
 

■
 

■

十
：
！
代

化

於
.て
着

フ

ス

卜
k

#

#

A、
且
つ
自
然
法
に
|

て
特
殊
な
完
成
を
見
出
む
た
る
個
人
主
義
の
社
會
溉 

念
は
滯
狄
派
會
の
發
親
形
成
礙
個
*
代
•

る
：限
：ポ
{?
於
ぜ
虫
も
^

然
^

^
暴

.^
^

^

自
_

存
§

し
^

特
殊
愈
、
，個
別
化
せ
气
狐
立
せ
る
個
人
に
出
發
せ
る
が
故
に
、
常
^

其

等

個

人

か

ら

如

猶

^

し

て

社

會

が

構

成

さ 

れ
る
嗽
至
ウ
た
务
ぜ
运
ふ
社
會
の
起
原
^

關
す
石
雛
問
か
ら
遁
れ
出
ず
る
事
は
诎
來
贪
か
つ
た
。
從
つ
て

、

例
へ
ば 

自
然
法
の
尊
備
者
靠
る
■

蘭

人

H
u

g
o

 

.

0

3

1
 

C

和
蘭
名

H
u
i
g

 

d
e
,

0

3

9

0は

ft
' #

.の
樽
成
を
社
交
的
本
能(

; o
e 

t

寂k
e

i
t

f

务
' ^

_

ち

水

間

の

谅

始

激

« :

交
性
か
ち
演
繹
1

た
。
斯
る
本
能
を
以
て
'
凡
ゆ
る
社
#

現
象
を
說
明
し
得 

名
か
^

■

民
地
#

熵
有
；请
が
#

摩
奴
隸
#

、：'封
建
衰
主
_

其

：冷

體

锲

を

巧
31
^

.

し
あ
、
■且
つ
彼
等
を
し
冗
^

己
钇
對
す
.る
凡
ゆ
石
勞
働
§
:

苦
«

ど
生
活
の
缺
乏
>

」

を
以
て
ク
唯
喜
び
な
き
者
た
ち
し 

め
、
働
き
て
-#
^
所
は
.苦
痛
ど
\
病

氣

、
無

知̂

>陰

慘

な

る
»

恶
$
で

滿

た
^
む
.る
'場

合

、
事

實

是

等

は

凡

て

奴

隸

.も 

鐵

僕
•
、.
賃
銀
勞
侧
者
も
、

」

等
し
く
社
會
化
の
形
態
，で
あ
A
、
.
人
間
の
結
合
で
あ
る』

⑴
も
、‘
是
等
の
、結
合
を
以
て
人 

.彻
の
*

交
性
，9
所
產
せ
.看
做
し
得
る
か
っ『

人
‘間
の
疵
交
性
は
未
だ
曾
つ
て
存
在
し
な
い

、
そ
し
て
斯
る
意
味
に
於
け 

る
人
間
社
#

は
一
般
に
猶
ほ
.全
く
存
在
し
て
居
な
い
、寧
ろ
夹
は
初
め
：て
.造
6
出
^
る
，可
念
で
あ
る
。』 g

又
'T

h
o
m
a

.w 

H
o
b
b
e
s
v

の
如
き
は
グ
ロ

. 

|才
ィ
ゥ
‘ス
.；じ
正

.反
對
に
_

迅
保
存
.■の

衝
動
の
み
を
認
め
、
，
楚
ょ
ヶ
し
て
、：
原
始
的
向
然
狀
- 

馏
れ
あ
つ
て
仪
凡
て
の

«
人
は

:1
^
|由
で

.あ
6
、

.0

.己
^
.の
み
依
存
す

^
领
緙
し
ノ
见

^
此
の
孤

.立
^-
依

つ

て

各

個

人
 

银
相
互
:^
敵
で
あ
办
、
.從
つ
て『

跑
人
.の
^
人
^
對
す
.る
襴
#』

(

0*
&

|
 

o
日
P
B*
B contra o

r
f
m
e
s
o

狀
態
を
放
释
七
、

第

ニ
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と
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必
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笫
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魷
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八

斯

る

生

存

競
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發
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紙

ニ

ニ

:
價
す
る
軍
要
な
相
遨
が
袼
す
る
。
M
惟
^
於
け
る
矛
盾
は
、央
が
：矛
盾
せ
を
事
が
認
識
せ
ら
•る
、
や
、
最
卑
考
へ
#
ら 

れ
な
く
な
る
ー
例
へ
ば
私
ぽ
四
角
の
圆
を
莓
へ
得
な
い
ヶ
‘脈
が
之
に
反
し
て
意
欲
の
統
ニ
ど
矛
盾
せ
る
事
は
だ
や
す 

く
意
欲
#
れ
得
る
。.
例
へ
ば
，直
ち
^
私
は
惡
を
~、
即
ち
自
己
.或
.は
隣
人
に
有
«
.な
事
を
*0
欲
し
得
る
0
然
，0

^
雖
も
、
 

此
の
場
合
私
ば
斯
る
葸
欲
‘を
同
時
妃
卿
斷
ず
る
^
茧
る
で
あ
ら
^

私
は
事
货
斯
く
意
欲
し
得
‘るV

J

雖
も
、
.同
诤
に 

#
 
く
a
欲
ず
可
か
ら
ざ
る
事
5:
:
感
*

る
.
.で
あ
ら
ぅ
。
其
.
.敗
：斯
‘く
の
^
く
意
欲
R
於
，け
.る
矛
;1
は
M
他
R
於
け
る
ヾ」

等 

b
心
は
存
祖
し
な
い
。
ft
u
奴
場
合
R
は
*

際
論
理
的
si
il
が
取
扱
は
れ
、
後
の
.場
合
R
は
竄
志
現
象
が
収
极
は
れ
て 

居
る
。
通

惟

^
於
け
る
矛
沿
ば
意
欲
^
於
て
は
^

立
で
あ
；々

、
意
志
の
統
一
R'
對
立
せ
.る
®

欲
は
意
欲
せ
ら
れ
得
る 

ミ
雖
も
、
斯
f

意
.欲
せ
ら
る
可
&

で
は
な
い
。
.其
故
斯
.る
常
爲
.の
内
^
常
爲
に
對
す
る
规
»
が

生

ず

る

。
然
し
一
.
體 

處
か
ら
斯
る
媒
制
が
生
じ
て
.來
る
が
。
古
い

-!
!
*>!
か
ら
、
人

.々

は
'モー

ゼ
が
.十

誡

を

授

か
6

し
シ

ナ

ィ

の
神
が
泔
醬
の 

間
ょ
が
人
々
校
此
の
；有
益
な
偉
犬
な『

汝
斯
く
な
す
可
1;』

を
與
へ
、

斯

く

て

誡

ど

禁

令

の

新

た

な

る

世

界

^

啓
示
し 

た
&

#

じ
て
®

つ
た
。

0

し

乍

ら

近
ft
批

判
哲
學
，の

全

豸

力

は

根

本
^

於

て
、
_
»
ら

シ

ナ

ィ

11
1
'の
啓
示
5:
:
人

間

ぬ

身

の
 

內

部

は

求
■
る
事
^
あ0

た
：
。
' 當

爲
0:
規

制

は

雲

上

の

神

％

人

間̂
設
定
し
た
の
で
な
く
、
.西
な
決
し
て
地
上
の
暴 

Ml
'
が
設
定
b
た

の

で

.4
:

#
ぐ
’、寧
‘
*

*間
意
志
0
法
則
性
-
:
1
1
:

體
が
人
吼
の
意
a

R
存
在
す
厶
«

^
依
つ
で
、
人
間
出
，
#
 

が
：靈

疋

.1
;
.尨
の
で
あ
る
。
其
故
意
欲
*

も
の
滅
意
欲
の
規
制
を
設
定
す
る
、
其
故
凡
て
の
常
爲
は
枧
本
に
於
て
一
つ 

の
意
欲
代
外
教
ら
ぬ
：、
然

し

乍

ら
«
實
遇
發
的
#!
人

意

欲
^
非
ず
し
て
、
統
一
的
、
對
立
無
き
意
欲
ミ
し
て
考
へ
ら 

れ

：
た

意

欲

嗜

お

る

。
：

.
：

 

:
 

.

' 
.

:

.

r
-
る
統
.
.一
的
意
欲
は
其
故
一
‘

種
の
.
盘
欲
即
ち
如
何
家
る
者
も
意
_欲
し
、
M:
ハ.の
.統

：1.
1
.
避

け

し

み

る

可

き

力

t

兆

k

k

有
し
得
ざ
ヶ
し
如
き
‘
：意
欲
*

あ
6

ぅ
。
.
斯
.る
意
欲
は
其
故
全
く
矛
厢
な
く
意
欲
せ
ら
れ
#

る
で
あ
ら
ぅ
し
、
且
つ 

同
«

^

全
ぐ
1|
0

电
に
感
ず
る
で
あ
ら
5

。
何
故
か
な
れ
ば
、
斯
る
意
欲
は
之
を
屈
服
せ
ん
ビ
す
る
激
惝
、
衝
勋
、
食 

欲
、
利
己
主
義
の
腿
迫
の
下
に
延
引
せ
ず
、
寧
ろ
琢
ら
共
の
統
ー
的
た
ら
ん
ど
す
る
自
己
の
性
質
に
從
ふ
。
菩
人
は 

ヵ
ン
ト
以
後
は
斯
る
意
欲
の
舰
念
を
純
粹
意
欲
e

名
付
け
る
。
何
故
か
.
な
れ
ば
、
夫
は
其
の
統
一
を
破
壊
し
得
る
が 

如
き
凡
ゆ
る
衝
動
か
ら
純
粹
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
.
斯
る
意
欲
の
み
が
，：！
由
で
あ
る
。
何
故
か
な
れ
ば
夫
は 

其
自
身
の
命
♦

m
外
の
如
何
な
る
命
令
に
飞
從
は
ず
、其
故
»

ら
其
自
身
に
の
み
從
ふ
が
故
で
あ
る
。
屢
<論
爭
せ
ら 

れ
た
意
志
の
自
由
て
ふ
f

t
念
を
決
定
す
る
名
の
は
、
次
の
命
題
以
外
纪
は
あ
6

得
な
い
、
即
ち
向
凼
意
志
ビ
は
其
の 

意
志
自
身
の
法
則
に
從
ふ
意
志
で
あ
る
。.
斯
<

し
て
吾
人
.は
意
志
0

自
由
ビ
法
則
に
依
る
拘
來
ビ
は
同
一
で
あ
る
事 

を
知
る
，

：
^

:
；'
若
b

吾
人
^

職
會
的
强
制
が
ら
人
間
の
自
由
K

迄
溯
る
a；
ら
ば
、
然
る
時
に
於
て
初
め
て
由
山
は 

常

爲

^

依

つ

て

結

咐

い

抱

坐

活

- >
;
其
故
必
窗
規
：«

の
本
^

於
 

-

i

>

意
欲
す
る
個
人
は
见
惟
ず
石
個
人
ど
同
' 

ー.
で
あ〗

る

.°

個
人
は
旣
忆
_

己
0

思

惟

を

通

じ

て

瞵

人

，ビ

共

通

の 

思
惟£

久
办
込
む
.
の
で
あ
つ
.て
、
.
個
人
は
其
.
の
，凡
ゆ
る
见
惟
^

於
て
此
の
隣
人
ビ
の
*

通
0

见
惟
^

關
係
す
.る
^
等 

し
く
、
.又
意
欲
^

於
.
て
本
同
樣
，で
あ
各
。
其
故
意
欲
の
.
統
：.1.

は
必
然
的
に
眾
に
個
々
人
の
.意
欲
.の
み
な
ら
ず
、
又
個 

人
が
夫
'<
£

結
合
し
て
居
る

，，

か
の
，如
く

見
ゆ
る
，
人

々

の
®

''
5

多
«
な
る
意
欲
'5
:

.も
位
柄
す
る
9

而
し
て
、
斯
く
て
個
人 

的
‘意
識
の
常
爲
は
個
人
的
意
欲
の
典
同
的
意
欲
.に
直
接
關
係
す
る
事
化
攻
石
。
他
：り
言
葉
を
以
..て
す
れ
ば
、.
常
爲
の 

內
R

S

人
は
意
欲
の
社
會

化
せ

る

形

態

を

見

る

。
：
而

し

，て
，
凡

尤

の

當

爲

の

組

.糨

、
其

故凡
ゆ
^

規

範

：の

組

織

例

へ
ば
 

M

德
: %

、
法
徘
組
織
も
典
仅
琢
ふ
意
志
、の
方
而
4
 

3

考
，蔡

甘

：る

社

會

化

^

.
外
な
ら
ぬ
。『

斯
ズ
し
て
.、社
俞
住
活
の
規
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笫
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一

一

四

制
保
先
^
规
爾
せ
ら
れ
ざ
ぅ
し
或
る
社
妣
會
生
活
が
存
在
む
て
居
ウ
て
、
後
で
歷
史
的
に(

時
間
的
6

座
じ
て
來
た
.も
. 

の
.
.で
は
な
ズ
、
'寧
ろ
«:
會
生
活
自
體
，の
.ー'つ
：の
形
式
^
外
な
ら
ぬ
0』

|
;
. 

I

-

如
く
て
8|

會
一
般
は
マ

火
ク
ス

.的
立
®

よ

.

^
す

る

も

、

，認

識

批

判

的

立

場

よ

々

す
^

も
、
.<:ri
i

R

.規
制
せ
ら
れ
た
る 

組
織
、，

『

强
制
組
織』

(
z
w
a
n
g
s
Q
r
d
n
u
n

叫
-

)

S
し
て
現
は
れ
、
假
令
.へ
*1
:
會
か
經
濟
的
、
ソ
リ
ダ
リ
ズ
ム
的
共

IM
J
生
活
な 

る
ど

、

非
ソ
リ
ダ
リ
ズ
ム
的
典
同
生
活
な
る

V
J
.-v
J
,
gは
ぬ
の
で

'あ
る
。然
し

1.

般
R
國
家
を
以

_て
强
制
組
織
な

*

OV

ど
解 

す

る

.
誤

謬

よ

气

屢

 

<國
家
s

t

t

#

I

般
ど
を
混
同
し
て
は
な
.ち
ぬ
。
國
家
は
常

^
經
濟
的
非
ソ
リ
ダ
ズ
ム
，的
共
同
生 

活
^
©
み
现
は
る 

>特
糧
の
强
制
組
織
で
あ
办
、
從
つ
て
.社

會

鞲

成

員

の

全

贈

が

全

體

を

卿

娜

す

る

の
：：

で

は

な

く

、

«L
*

の
|
铕

の

階
級
が
他
の
階
級
を
询
己
の
利
益
の
爲
-R

壓
迫(

u
n
t
e
r
d
r
a
c
k
l
i
n
g
)

し
、
雁
制(

v
e
r
g
e
w
a
l
t
i
g
u
n
g
)

す 

る
^

の『

支
»
親
織』

で
あ
る
0
-即
ち『

國
家
內
^
於
け
る
强
制
組
織
は
支
配
組
織(

？

3
&
^
1
:
3
0
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